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平成27年

2月12日（木）、北名古屋市建設業協議会及び豊山町内の建設会社3社の
ご協力により、豊山保育園に雪のプレゼントがありました。青山保育園・
冨士保育園の年長児とひまわり園の園児も一緒になって雪遊びを楽し
みました。

● 特集
　　4月から組織機構を再編します 
　　マイナンバーがはじまります

● 町政あんない
　　北九州便・出雲便が就航します
　　老人クラブ活動に参加しませんか
　　交通災害共済に加入してください
　　ドラムサークル教室を開催します
　　交通規制にご協力を 第7回エアポートビューマラソン
　　介護保険制度 どう変わる？ 第4回

● 情報コーナー
　　「とよやま朝市」in神明公園
　　不妊・不育相談センターのご案内
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広報とよやま平成27年3月号

　　　　特集�2

〜まちの将来像の実現のために〜

4月から組織機構を再編します4月から組織機構を再編します4月から組織機構を再編します
　平成27年度は、第４次総合計画後期基本計画の開始年度です。少子高齢化の進展と人口増加、
防災対策の必要性の高まり、ＭＲＪ（三菱・リージョナル・ジェット）の生産・整備拠点事業
の進展など、本町を取り巻く環境は日々変化しています。これに伴い発生した新たな行政ニー
ズに対応し、まちの将来像「にぎわいとやすらぎのアーバンビレッジ」の実現を推進するため、
４月１日から組織を再編します。

﹁
子
育
て
支
援
係
﹂
の
創
設

　
近
年
Ὶ
少
子
高
齢
化
社
会
を
背

景
に
Ὶ
子
育
て
支
援
へ
の
行
政
需

要
が
高
ま
ℕ
て
い
ま
す
Ί
現
在
Ὶ

福
祉
課
福
祉
・
少
子
係
と
し
て
障
が
い
者
福

祉
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
子
育
て
支
援

業
務
を
分
離
し
Ὶ
新
た
に

子
育
て
支
援
係


を
設
け
ま
す
Ί
障
が
い
者
福
祉
は
Ὶ

福
祉

係

と
し
て
Ὶ
各
施
策
の
推
進
に
当
た
り
ま

す
Ί

﹁
保
険
課
﹂
の
創
設

　
現
在
Ὶ
住
民
課
と
福
祉
課
に
分
か
れ
て
い

る
Ὶ
国
民
健
康
保
険
を
所
管
す
る
係
と
介
護

保
険
を
所
管
す
る
係
を
Ὶ
新
設
す
る

保
険

課

の
も
と
に
再
編
し
ま
す
Ί
特
に
Ὶ
国
民

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
に
と
ℕ
て
Ὶ

手
続
き
を
一
つ
の
窓
口
で
済
ま
す
こ
と
の
で

き
る

ワ
ン
ス
ト
兊
プ
・
サ
ῴ
ビ
ス

を
提

供
で
き
ま
す
Ί

1F
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2

3

4

5

1

2

3

4
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1

2

3

4

5

変更前

会計課 出納係

生活福祉部

生活福祉部

住民・年金係

高齢者・介護係

住民課

福祉課


国民健康保険・医療係

福祉・少子係

環境・安全係

総務部

税務課

課税係

収納係

経済建設部

建設課

○環境保全業務
　建設課環境・安全係
　→住民課環境保全係
　（１階２番窓口）

○交通安全・防犯業務
　建設課環境・安全係
　→防災安全課防災安全係
　（３階11番窓口）

窓口
番号

係
直通電話番号課課 係 主な業務

会計課

生活福祉部

住民課

生活福祉部

保険課

生活福祉部

福祉課

総務部

税務課

出納係
２８－０３４４

住民・年金係
２８－０９６６

高齢者・介護係
２８－０１００

課税係
２８－２４３４

収納係
２８－０９２６

国民健康保険・医療係
２８－０９１７

環境保全係

２８－０９１６

福祉係

２８－０９１２

子育て支援係

２８−０９３６

税金などの支払窓口、
県証紙・タウンバスチケットの販

住所変更の届出、戸籍関連の届出、
印鑑登録、国民年金

粗大ごみ申込受付、ごみ・資源収
集、し尿処理、公害対策

国民健康保険、後期高齢者医療、
福祉医療

介護保険、高齢者福祉

収納、納税相談

保育園、少子化対策、児童委員

町税の賦課、町税に関する証明、
公簿の閲覧

障がい者福祉、民生委員、人権擁
護、生活保護

太字箇所が変更点です。

その他の変更点
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▼

67

6

7

6

7

変更前

経済建設部

都市計画課

経済建設部

建設課

地域振興係

下水道係

土木・農政係

その他の変更点

○下水道事業
　都市計画課下水道係　
　→建設課下水道係 (2階7番窓口)

窓口
番号

係
直通電話番号課課 係 主な業務

産業建設部

地域振興課

産業建設部

建設課

地域振興係

２８－２４６３


土木・農政係

２８－０３８０

宅地開発指導、建築指導、屋外広
告物、都市公園の維持管理、空港、
公共交通、商工貸付受付、消費者
対策

道路・水路の維持管理、町営住宅
の維持管理、営繕工事、農業用施
設の維持管理、農業委員会の事務、
農地転用

下水道係

２８－０９４０

﹁
地
域
振
興
課
﹂
の
創
設

　
Ｍ
Ｒ
Ｊ
の
生
産
・
整
備
拠
点
事

業
の
進
展
を
踏
ま
え
Ὶ
産
業
Ὶ
観

光
Ὶ
交
通
Ὶ
都
市
基
盤
整
備
が
一

体
と
な
ℕ
た
戦
略
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
て

い
き
ま
す
Ί
そ
の
た
め
Ὶ
都
市
計
画
課
地
域

振
興
係
に
Ὶ
空
港
Ὶ
公
共
交
通
に
関
す
る
業

務
を
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係
か
ら
移
管
・

集
約
し
て

地
域
振
興
課
地
域
振
興
係

と

し
ま
す
Ίこ
れ
に
あ
わ
せ
Ὶ
経
済
建
設
部


を

産
業
建
設
部

に
名
称
変
更
し
ま
す
Ί

2F

﹁
防
災
安
全
課
﹂
の
創
設

　
防
災
対
策
の
必
要
性
の
高
ま
り

を
受
け
Ὶ
防
災
安
全
課
を
創
設
し
Ὶ

総
務
課
で
所
管
し
て
い
た
防
災
業

務
を
移
管
し
ま
す
Ί
あ
わ
せ
て
Ὶ
交
通
安
全

 
臨
時
運
行
の
許
可
Ὶ交
通
災
害
共
済
受
付

等
 Ὶ
防
犯
に
関
す
る
業
務
も
Ὶ
建
設
課
環

境
・
安
全
係
か
ら
移
管
し
ま
す
Ί

3F

下水道事業

8

9

10

11

8

91011

変更前

教育部

学校教育課

生涯学習係

総務・防災係

企画財政・情報係

総務部

総務課

※3階は、窓口番号も変更し
　ています。
※4階は、従前どおり議会事
　務局です。

窓口
番号

係
直通電話番号課課 係 主な業務

総務部
総務課


総務部
総務課

総務部
防災安全課

教育委員会

事務局

人事・秘書
２８－０３９ 5

学校教育係
２８－２２１１

生涯学習係
２８－０３９６
総務
２８－６００３

企画財政・情報係
２８－０９１３
防災安全係
２８−０３�5�5

町長・副町長の秘書、人事、給与

小中学校手続き、就学援助・相談

生涯学習の振興、文化財の保護、
青少年教育、スポーツの振興
法規、情報公開、個人情報保護、
行政改革、選挙
総合計画、広報広聴、統計、予算、
財政、契約、ケーブルテレビ
消防、防災、交通安全・防犯対策、
臨時運行許可、交通災害共済受付

教育部

生涯学習課

学校教育係

太字箇所が変更点です。

▼
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・
防
災
係
　
Ԡ
28
・
6
0
0
3
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
と
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
範
囲

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
仕
組
み

　
平
成
二
十
五
年
五
月
に
﹁
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
﹂
が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
法
律
に
基
づ
き
準
備
を
進
め
て
い
る
社
会

保
障
・
税
番
号
制
度
︵
以
下
﹁
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
﹂
と
い
い
ま
す
。
︶
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
制
度
は
Ὶ
国
民
の
利
便
性

を
高
め
Ὶ
公
平
・
公
正
な
社
会
を
実
現
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
Ί
期
待
さ
れ

る
効
果
と
し
て
は
大
き
く
三
つ
あ
げ
ら
れ
ま

す
Ί

①
公
平
・
公
正
な
社
会
の
実
現

　
所
得
や
他
の
行
政
サ
ῴ
ビ
ス
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
り
ま
す
Ί
負
担
を
不
当

に
免
れ
る
こ
と
や
Ὶ
給
付
を
不
当
に
受
け
る

こ
と
を
防
止
で
き
Ὶ
本
当
に
困
ℕ
て
い
る
方

に
き
め
細
か
な
支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
Ί

②
国
民
の
利
便
性
の
向
上

　
各
種
申
請
の
際
Ὶ
添
付
書
類
が
不
要
と
な

る
た
め
Ὶ
手
続
き
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
ま
す
Ί

行
政
機
関
が
保
有
す
る
自
分
の
情
報
を
確
認

し
た
り
Ὶ
行
政
機
関
か
ら
様
々
な
サ
ῴ
ビ
ス

の
お
知
ら
せ
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
Ί

③
行
政
の
効
率
化

　
行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
Ὶ
様
々

な
情
報
の
照
合
Ὶ
転
記
Ὶ
入
力
な
ど
に
要
す

る
時
間
や
労
力
が
大
幅
に
削
減
で
き
ま
す
Ί

複
数
の
業
務
の
間
で
連
携
が
進
み
Ὶ
作
業
の

重
複
な
ど
の
無
駄
が
削
減
さ
れ
ま
す
Ί

　
個
人
番
号
 
以
下

マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ

と

い
い
ま
す
Ί
 
は
Ὶ
住
民
票
を
有
す
る
み
な

さ
ん
に
Ὶ
十
二
桁
の
番
号
が
付
番
さ
れ
る
も

の
で
す
Ί
付
番
さ
れ
た
番
号
を
も
と
に
行
政

機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
複
数
の
機
関
は
Ὶ

同
じ
人
の
情
報
を
結
び
つ
け
相
互
に
情
報
の

活
用
を
行
い
ま
す
Ί

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
の
番
号
は
Ὶ
漏
え
い
し
て

不
正
に
使
わ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
を
除

き
Ὶ
変
更
さ
れ
ま
せ
ん
Ί

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
の
主
な
利
用
範
囲
は
Ὶ
法

律
で
定
め
ら
れ
た
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対

策
な
ど
限
ら
れ
た
事
務
で
す
Ί
ま
た
Ὶ
市
町

村
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
を
独
自
に
利
用
で
き
る

の
は
Ὶ
社
会
保
障
・
税
・
災
害
対
策
に
類
す

る
事
務
に
限
ら
れ
Ὶ
条
例
に
定
め
る
こ
と
が

必
要
で
す
Ί
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
の
利
用
は
平
成

二
十
八
年
一
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
Ί

マイナンバーが
はじまります
マイナンバーが
はじまります

社会保障 税 災害対策

○　年金の資格取得や確　

　認、給付

○　雇用保険の資格取得や

　確認、給付

○　医療保険の保険料徴収

○　福祉分野の給付、生活

   保護など

○　税務当局に提出する確

　定申告書、届出書、調書

　などに記載

○　税務当局の内部事務など

○　被災者生活再建支援金

　の支給

○　被災者台帳の作成事務

　など

マイナちゃん
マイナンバーキャラクター

マイナンバーを利用する業務
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マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
を
安
心
・
安
全
に
ご
利
用

い
た
だ
く
た
め
に
Ὶ
制
度
面
と
シ
ス
テ
ム
面

の
両
方
か
ら
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
の

措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
Ί

ϱ
制
度
面
の
保
護
措
置

　
国
の
第
三
者
機
関
で
あ
る

特
定
個
人
情

報
保
護
委
員
会

が
Ὶ
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
の
適

切
な
運
用
に
つ
い
て
監
視
・
監
督
を
行
い
ま

す
Ί
ま
た
Ὶ
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
を
利
用
す
る
事

務
ご
と
に

特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書


の
提
出
・
公
表
が
地
方
公
共
団
体
に
は
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί
町
で
実
施
し
た
特
定

個
人
情
報
保
護
評
価
書
は
Ὶ
ホ
ῴ
ム
ペ
ῴ
ジ

で
公
表
し
て
い
ま
す
Ί

ϲ
シ
ス
テ
ム
面
の
保
護
措
置

　
国
は
個
人
情
報
を
一
元
管
理
す
る
の
で
は

な
く
Ὶ
従
来
通
り
各
行
政
機
関
が
保
有
し
Ὶ

必
要
な
場
合
に
情
報
の
照
会
・
提
供
を
行
う

分
散
管
理
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
管
理
し
ま
す
Ί

　
ま
た
Ὶ
行
政
機
関
が
情
報
の
や
り
と
り
を

行
う
際
Ὶ
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
を
直
接
使
わ
な
い

よ
う
に
し
た
り
Ὶ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
で
き
る

人
の
制
限
Ὶ
通
信
情
報
の
暗
号
化
を
行
い
ま

す
Ί

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ῴ
に
つ
い
て
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
け
る
コ
ῴ
ル
セ
ン
タ
ῴ
が
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
Ί
詳
し
く
お
知
り
に
な
り
た
い
方

は
Ὶ
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
Ί

　
日
本
語
窓
口

　
Ԡ
０
５
７
０
・
20
・
０
１
７
８

　
外
国
語
窓
口

　
Ԡ
０
５
７
０
・
20
・
０
２
９
１

　
対
応
時
間

　
午
前
九
時
三
十
分
Ό
午
後
五
時
三
十
分

　
 
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
Ί
 

▼
問
合
せ
　
総
務
課
総
務
・
防
災
係
　
Ԡ
28

・
６
０
０
３

平成27年10月

マイナンバーの通知マイナンバーの通知
全員

平成28年１月〜

個人番号カードの交付個人番号カードの交付
希望者

　マイナンバーを記載した「通知カード」
が全ての住民に送付されます。
　この「通知カード」には「個人番号カー
ド」の交付申請書を同封します。

　交付申請した方には、町の窓口で「個人
番号カード」を交付します。
　個人番号カードには、氏名、住所、生年
月日、性別、マイナンバーなどが記載され、
本人の写真が表示されます。身分証明書と
して、また個人番号を確認する場などで利
用できます。

個
人
情
報
保
護

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き
ま
す

※
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
書
と
は

　
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
な
ど
の
権
利
利

益
に
与
え
る
影
響
を
予
測
し
た
上
で
特
定

個
人
情
報
の
漏
え
い
そ
の
他
の
事
態
を
発

生
さ
せ
る
リ
ス
ク
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、

そ
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す
る
た
め
の
適
切
な

措
置
を
講
ず
る
こ
と
を
宣
言
す
る
も
の
で

す
。

マイナンバー制度に関する

国のホームページが開設されて

います。

マイナンバー 検索

http://www.cas.go.jp/jp/
seisaku/bangoseido/

交付申請書



広報とよやま平成27年3月号

町政あんない�6

町

政

あ

ん

な

い

　
地
方
の
未
来
を
担
う
大
切
な
選
挙
で
す
Ί

詳
し
く
は
Ὶ四
月
号
で
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
Ί

●
愛
知
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日
　
四
月
三
日
　
 
金
 

　
投
票
日
　
四
月
十
二
日
 
日
 

●
豊
山
町
議
会
議
員
一
般
選
挙

　
告
示
日
　
四
月
二
十
一
日
 
火
 

　
投
票
日
　
四
月
二
十
六
日
 
日
 

▼
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 
総

務
課
総
務
・
防
災
係
 
　
Ԡ
28
・
6
0
0
3

　
三
月
二
十
三
日 
月
 か
ら
Ὶ
平
成
二
十
七

年
度
分
の
助
成
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す
Ί

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
方
法
は
次
の
と
お
り
で
す
Ί

︻
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
︼

　
助
成
を
受
け
ら
れ
る
の
は
Ὶ
介
護
が
必
要

な
方
と
障
が
い
を
お
持
ち
の
方
の
う
ち
Ὶ
次

の
条
件
に
当
て
は
ま
る
方
で
す
Ί

●
介
護
が
必
要
な
方

▼
対
　
象
　
自
力
で
通
院
や
買
物
な
ど
に
行

く
こ
と
が
困
難
な
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者

で
Ὶ
介
護
保
険
料
の
滞
納
が
な
い
方
▼
申
請

方
法
　
申
請
書
Ὶ
印
鑑
Ὶ
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
お
持
ち
の
上
Ὶ
役
場
一
階
三
番
窓
口

福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ί
現
在
Ὶ
助

成
を
受
け
て
い
る
方
に
は
Ὶ
三
月
下
旬
に
申

請
書
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
Ί
新
た
に
利

用
す
る
方
は
Ὶ
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
書
を

受
け
取
ℕ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
福
祉
課

高
齢
者
・
介
護
係
　
Ԡ
28
・
０
１
０
０

●
障
が
い
を
お
持
ち
の
方

▼
対
　
象
　
ϱ
障
害
者
手
帳
一
級
Ό
三
級
の

方
Ὶ
ϲ
療
育
手
帳
Ａ
・
Ｂ
判
定
の
方
Ὶ
ϳ
精

神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
Ὶ

ϴ
難
病
の
う
ち
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の

対
象
疾
患
に
羅
患
し
て
い
る
方
Ὶ
ϵ
障
害
者

等
ケ
ア
会
議
が
必
要
と
認
め
た
方
▼
申
請
方

法
　
申
請
書
Ὶ
印
鑑
Ὶ
手
帳
を
お
持
ち
の
上
Ὶ

役
場
一
階
三
番
窓
口
福
祉
課
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
Ί
ϱ
Ό
ϳ
に
該
当
す
る
方
は
Ὶ
三
月

下
旬
に
申
請
書
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
Ί

そ
れ
以
外
の
方
は
Ὶ
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請

書
を
受
け
取
ℕ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
福

祉
課
福
祉
・
少
子
係
　
Ԡ
28
・
０
９
１
２

︻
介
護
用
品
購
入
費
用
の
助
成
︼

　
紙
お
む
つ
な
ど
が
必
要
な
要
介
護
者
を
自

宅
で
介
護
し
て
い
る
方
に
Ὶ
介
護
用
品
購
入

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
Ί

　
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ὶ
役
場
一
階
三

番
窓
口
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ί

▼
対
　
象
　
要
介
護
・
要
支
援
認
定
者
を
常

時
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
町
内
在
住
の
方
▼

申
請
方
法
　
申
請
書
Ὶ
印
鑑
Ὶ
介
護
保
険
被

保
険
者
証
を
お
持
ち
の
上
Ὶ
役
場
一
階
三
番

窓
口
福
祉
課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
Ί
現
在

助
成
を
受
け
て
い
る
方
に
は
Ὶ
三
月
下
旬
に

申
請
書
を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
Ί
新
た
に

利
用
す
る
方
は
Ὶ
福
祉
課
の
窓
口
で
申
請
書

を
受
け
取
ℕ
て
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
福
祉

課
高
齢
者
・
介
護
係
　
Ԡ
28
・
０
１
０
０

四
月
は
統
一
地
方
選
挙
の
月
で
す

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
Ὶ
町
議
会
議
員

一
般
選
挙
の
立
候
補
受
付
事
務
を
円
滑
に
行

う
た
め
Ὶ
立
候
補
を
予
定
し
て
い
る
方
を
対

象
に
Ὶ
事
前
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
二
十
五
日 
水
 　
午
後
二

時
か
ら
▼
と
こ
ろ
　
役
場
三
階
会
議
室
三
・

四
▼
問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
 
総

務
課
総
務
・
防
災
係
 
　
Ԡ
28
・
6
0
0
3

町
議
選
立
候
補
予
定
者
の

事
前
説
明
会

　
広
報
一
月
号
に
掲
載
し
ま
し
た
Ὶ
神
明
公

園
に
お
け
る
バ
ラ
育
成
サ
ポ
ῴ
タ
ῴ
の
募
集

に
つ
い
て
は
Ὶ
定
員
を
超
え
る
応
募
を
い
た

だ
い
た
た
め
Ὶ
募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た
Ί

た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
Ί

▼
問
合
せ
　
都
市
計
画
課
地
域
振
興
係
　
Ԡ

28
・
２
４
６
３

バ
ラ
育
成
サ
ポ
ー
タ
ー
の

募
集
を
締
め
切
り
ま
し
た

福
祉
タ
ク
シ
ー
・
介
護
用
品
助
成
の

受
付
を
始
め
ま
す

北
九
州
便
・
出
雲
便
が
就
航
し
ま
す
　
〜
県
営
名
古
屋
空
港
〜

いわて
花巻

青森

山形

新潟

福岡

出雲

熊本

北九州

名古屋

高知

3/29
　
三
月
二
十
九
日
 
日
 
Ὶ
県
営
名
古
屋
空

港
に
北
九
州
便
と
出
雲
便
が
就
航
し
ま
す
Ί

現
在
就
航
し
て
い
る
青
森
・
い
わ
て
花
巻
・

山
形
・
新
潟
・
高
知
・
福
岡
・
熊
本
と
あ

わ
せ
て
９
路
線
と
な
り
ま
す
Ί

　
北
九
州
市
は
九
州
で
福
岡
市
に
次
ぐ
大

都
市
で
Ὶ
関
門
海
峡
に
も
近
く
Ὶ
就
航
に

よ
り
ビ
ジ
ネ
ス
も
観
光
も
便
利
に
な
り
ま
す
Ί

島
根
県
出
雲
市
周
辺
は
出
雲
大
社
や
宍
道
湖
Ὶ

松
江
城
と
い
ℕ
た
観
光
名
所
が
豊
富
で
す
Ί

北
九
州
便
は
毎
日
２
往
復
Ὶ
出
雲
便
は
毎

日
１
往
復
し
ま
す
Ί

　
本
町
で
は
Ὶ
名
古
屋
空
港
を
利
用
し
た

町
民
を
対
象
に
Ὶ
一
回
の
搭
乗
に
つ
き
三

千
円
 
十
二
歳
未
満
の
方
は
千
五
百
円
 

の
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
 
一
年
度

当
た
り
十
回
ま
で
 
Ί
引
き
続
き
助
成
制

度
を
ご
利
用
い
た
だ
き
Ὶ
空
港
の
振
興
に

ご
協
力
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係

Ԡ
28
・
０
９
１
３

し
ん  

じ   
こ



　
小
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
の
学
用
品
の

購
入
や
給
食
Ὶ
修
学
旅
行
な
ど
就
学
の
た
め

必
要
な
費
用
で
お
困
り
の
方
に
Ὶ
そ
の
費
用

の
一
部
を
援
助
し
ま
す
Ί

　
援
助
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
Ὶ
経

済
的
な
理
由
で
就
学
の
た
め
の
費
用
が
負
担

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
 
町
民
税
非

課
税
世
帯
な
ど
 
で
す
Ί
援
助
を
受
け
る
に

は
Ὶ
学
校
教
育
課
に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
Ί
ま
ず
は
一
度
Ὶ
ご
相
談
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
Ԡ

28
・
２
２
１
１

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例
制
度
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

町

政

あ

ん

な

い

広報とよやま平成27年3月号

町政あんない�7

小
中
学
校
の
学
用
品
に

必
要
な
費
用
を
援
助
し
ま
す

　
入
学
す
る
小
中
学
校
を
指
定
し
た

就
学

通
知
書

を
一
月
に
送
付
し
ま
し
た
Ί
外
国

籍
で
入
学
を
希
望
し
Ὶ
学
校
教
育
課
に
申
請

し
て
い
な
い
方
や
Ὶ
転
居
予
定
の
方
は
ご
連

絡
く
だ
さ
い
Ί

▼
対
　
象
　(

小
学
一
年
生)

　
平
成
二
十
年

四
月
二
日
Ό
二
十
一
年
四
月
一
日
生
ま
れ

 (

中
学
一
年
生)

　
平
成
十
四
年
四
月
二
日
Ό

十
五
年
四
月
一
日
生
ま
れ

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
Ԡ

28
・
２
２
１
１

就
学
通
知
を
送
付
し
ま
し
た

　
豊
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
Ὶ
老
人

ク
ラ
ブ
新
規
会
員
と
小
学
生
の
下
校
時
見
守

り
活
動
の
参
加
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
Ί

︻
老
人
ク
ラ
ブ
新
規
会
員
の
募
集
︼

　
六
十
歳
以
上
の
方
の
生
き
が
い
や
健
康
づ

く
り
を
目
的
と
し
て
Ὶ
各
種
活
動
を
実
施
し

て
い
ま
す
Ί

　
主
な
活
動
内
容
は
Ὶ
ス
ポ
ῴ
ツ
大
会
Ὶ
一

泊
社
会
見
学
等
の
開
催
Ὶ
救
急
医
療
情
報
キ

兊
ト
の
普
及
Ὶ
社
会
奉
仕
活
動
な
ど
で
す
Ί

　
お
申
込
み
は
Ὶ
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
Ί

皆
様
の
ご
加
入
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
Ί

▼
対
象
者
　
町
内
に
在
住
の
六
十
歳
以
上
の

方
▼
申
込
方
法
　
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務

局
ま
た
は
各
地
域
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い

︻
見
守
り
活
動
の
参
加
会
員
募
集
︼

　
二
月
二
十
日
 
金
 
か
ら
町
内
の
小
学
生

を
対
象
と
し
て
下
校
時
の
見
守
り
活
動
を
開

始
し
て
い
ま
す
Ί

　
見
守
り
活
動
と
は
Ὶ
事
前
に
登
録
し
た
老

人
ク
ラ
ブ
会
員
が
小
学
生
の
下
校
時
刻
に
合

わ
せ
Ὶ
危
険
箇
所
な
ど
に
立
ち
Ὶ
小
学
生
の

安
全
を
見
守
る
活
動
で
す
Ί

　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
で
あ
れ
ば
Ὶ
ど
な
た
で

も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
Ί
お
申
込
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
Ί

▼
対
象
者
　
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
▼
申
込
方
法

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局
ま
た
は
各
地
域

老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
▼
問

合
せ
　
豊
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

 
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
係
 
Ԡ
28
・
０
１

０
０

　
学
生
の
方
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
困
難
な
と
き
は
Ὶ
学
生
納
付
特
例
の

申
請
が
で
き
ま
す
Ί
申
請
が
承
認
さ
れ
た
場

合
は
Ὶ
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
Ὶ
申
請

年
度
か
ら
十
年
間
支
払
い
が
可
能
に
な
り
ま

す
Ί
た
だ
し
Ὶ
所
得
制
限
が
あ
る
た
め
Ὶ
承

認
さ
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
Ί

　
平
成
二
十
六
年
度
に
学
生
納
付
特
例
を
承

認
さ
れ
た
方
で
Ὶ
平
成
二
十
七
年
度
も
同
じ

学
校
に
在
籍
す
る
方
に
は
Ὶ
三
月
末
ご
ろ
日

本
年
金
機
構
よ
り
Ὶ

学
生
納
付
特
例
申
請

書
 
ハ
ガ
キ
 

が
郵
送
さ
れ
ま
す
Ί
必
要

事
項
を
記
入
し
返
送
す
る
こ
と
に
よ
り
学
生

納
付
特
例
の
申
請
が
で
き
ま
す
Ί

▼
申
請
に
必
要
な
も
の
　
年
金
手
帳
・
学
生

証
も
し
く
は
学
生
証
の
写
し
 
両
面
 
・
代

理
人
が
申
請
す
る
場
合
Ὶ
印
鑑
Ὶ
本
人
確
認

書
類
 
運
転
免
許
証
等
 
▼
問
合
せ
　
住

民
課
住
民
・
年
金
係
　
Ԡ
28
・
０
９
６
６

コンビニエンスストアに
ＡＥＤを設置します

コンビニエンスストアに
ＡＥＤを設置します

▼

　２月23日（月）、コンビニエンスストア各社と「ＡＥＤ

設置に関する協定」を締結しました。

　この協定は、コンビニエンスストア各社の理解と協

力を得て、町内にある24時間営業の７店舗に自動体外式

除細動器（ＡＥＤ）を設置するものです。

　現在、小中学校や総合福祉センターなど公共施設15か

所にＡＥＤを設置し、救急対応に備えています。今回

の協定により、公共施設の開館時間以外でも救急対応

に備えることができます。

　ＡＥＤの利用は５月から始まります。設置場所や操

作方法は、広報５月号でお知らせします。

○協定締結店舗

　サークルＫ　(豊山金剛店、豊山和合橋店、

　　　　　　　 豊山中之町店、豊山豊場店)　

　ローソン　(豊山町青山店、豊山町豊場店)

　セブン   イレブン　(豊山町役場東店)

　問合せ　総務課総務・防災係　Ԡ28・6003

|



業務内容

勤 務 日

賃 　 金

提出書類

応募資格

勤務時間

募集人数

申 込 み 


そ の 他
の 条 件

問 合 せ 


広報とよやま平成27年3月号

町政あんない�8

町

政

あ

ん

な

い

　
交
通
災
害
共
済
は
Ὶ
加
入
者
の
皆
様
が
お

互
い
の
助
け
合
い
に
よ
り
交
通
事
故
で
死
傷

さ
れ
た
方
に
見
舞
金
を
贈
る
制
度
で
す
Ί

　
平
成
二
十
六
年
度
の
加
入
世
帯
に
つ
い
て

は
Ὶ
三
月
上
旬
ま
で
に
加
入
用
紙
を
郵
送
し

ま
す
Ί
新
規
で
加
入
を
希
望
さ
れ
る
方
は
Ὶ

加
入
用
紙
を
郵
送
ま
た
は
Ὶ
役
場
一
階
五
番

窓
口
建
設
課
で
お
渡
し
し
ま
す
の
で
Ὶ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
Ί

▼
加
入
資
格

　
四
月
一
日
現
在
で
豊
山
町
の
住
民
基
本
台

帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
方
Ί
 
平
成
二
十
七

年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
転
出
す
る
方
は
加

入
で
き
ま
せ
ん
 

▼
加
入
手
続
き

　
加
入
用
紙
に
会
費
を
添
え
て
指
定
金
融
機

関
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ί

▼
会
費
︵
掛
金
︶

　
年
額
五
百
円
Ί
 
九
月
三
十
日
以
後
に
加

入
さ
れ
る
場
合
は
Ὶ
三
百
円
 

　
た
だ
し
Ὶ
中
学
生
以
下
 
平
成
十
二
年
四

月
二
日
以
後
生
ま
れ
 
及
び
七
十
歳
以
上
 
昭

和
二
十
年
四
月
二
日
以
前
生
ま
れ
 
の
方
は
Ὶ

半
額
二
百
五
十
円
の
会
費
に
よ
り
加
入
手
続

き
を
行
い
ま
す
Ί
 
九
月
三
十
日
以
後
に
加

入
さ
れ
る
場
合
は
百
五
十
円
 

▼
共
済
期
間

　
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十

八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
Ί
 
四
月
一
日
以

後
の
加
入
者
は
Ὶ
会
費
を
納
入
し
た
日
の
翌

日
か
ら
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
 

　
加
入
後
は
Ὶ
町
外
に
転
出
さ
れ
て
も
共
済

期
間
中
は
有
効
で
す
Ί

▼
対
象
と
な
る
交
通
事
故

　
国
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
Ί

▼
請
求
期
間

　
交
通
事
故
の
あ
ℕ
た
日
か
ら
二
年
以
内
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６

　
資
源
分
別
収
集
は
Ὶ
ご
み
を
資
源
と
し
て

活
用
す
る
た
め
に
有
効
な
収
集
方
法
で
す
Ί

限
り
あ
る
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
必
ず

次
の
ル
ῴ
ル
を
守
ℕ
て
く
だ
さ
い
Ί

○
分
別
し
て
出
す

　
空
き
缶
Ὶ
空
き
び
ん
Ὶ
紙
パ
兊
ク
Ὶ
ペ
兊

ト
ボ
ト
ル
Ὶ
食
品
ト
レ
ῴ
Ὶ
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
兊
ク
Ὶ
発
泡
ス
チ
ロ
ῴ
ル
Ὶ
金
物
類
は

そ
れ
ぞ
れ
指
定
さ
れ
た
収
集
か
ご
に
分
別
し

て
出
し
て
く
だ
さ
い
Ί

○
汚
れ
た
ま
ま
出
さ
な
い

　
容
器
の
中
身
は
使
い
切
り
Ὶ
軽
く
洗
い
Ὶ

汚
れ
Ὶ
付
着
物
を
取
り
除
い
て
く
だ
さ
い
Ί

ま
た
Ὶ
栓
・
キ
夋
兊
プ
は
取
ℕ
て
く
だ
さ
い
Ί

○
決
め
ら
れ
た
日
時
に
出
す

　
夜
遅
い
時
間
な
ど
決
め
ら
れ
た
時
間
以
外

に
出
す
と
近
隣
の
方
の
迷
惑
に
な
り
ま
す
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
0
9
1
6

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
て
く
だ
さ
い

資
源
分
別
収
集
の

ル
ー
ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

非常勤等職員を次のとおり募集します

若干名１名

月曜日〜金曜日（祝日等を除く）

ワード・エクセル等の簡単なパソコン操作のできる方で、
4月1日（水）から勤務できる65歳までの方

午前8時30分〜午後5時15分の間で週30時間以内

３月13日（金）までに役場１階3番窓口福祉課福祉・少子係に持
参または郵送してください。郵送の場合は３月13日（金）までの
消印有効です。
郵送先：〒480‐0292（住所記載不要）豊山町福祉課福祉・少子係

３月13日（金）までに役場３階１０番窓口総務課総務・防災係に
持参するか郵送してください。郵送の場合は３月13日（金）まで
の消印有効です。
郵送先：〒480‐0292（住所記載不要）豊山町総務課総務・防災係

放課後児童クラブ
なかよし会指導員

午後１時30分〜午後６時30分の間で必要な
時間
土曜日、冬休み、春休み及び学校の代休日は、
午前８時〜午後６時30分の間で必要な時間

月曜日〜土曜日（国民の休日
を除く）
土曜日は、月に１回程度

時給９３０円
交通費は２㎞以上別途支給

総務課での窓口・一般事務 児童の生活指導

平成27年4月1日から勤務できる
65歳までの方

時給８7０円
交通費は２㎞以上別途支給

市販の履歴書(写真付き)

福祉課福祉・少子係　☎28・0912総務課総務・防災係　☎28・0395

豊山町非常勤職員等に関する取扱要綱によります。町内在住者は自動車通勤不可。

事務職員

市販の履歴書(写真付き)・
保育士証の写し

非常勤保育士
（母子通園施設ひまわり園）

母子通園施設での幼児療育

月曜日〜金曜日（祝日等を
除く）

時給１,０２０円
交通費は２㎞以上別途支給

保育士の有資格者で平成27年4月1日
から勤務できる65歳までの方

午前８時30分〜午後５時15分

市販の履歴書(写真付き)



　
叩
け
ば
音
の
出
る
ド
ラ
ム
や
打
楽
器
を
み

ん
な
と
一
緒
に
演
奏
し
Ὶ
リ
ズ
ム
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
を
楽
し
み
ま
し
ℹ
う
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
二
十
六
日
 
木
 
午
後
一

時
三
十
分
Ό
午
後
三
時
 
予
定
 
▼
と
こ
ろ

し
い
の
木
児
童
セ
ン
タ
ῴ
▼
対
　
象
　
小
学

生
▼
定
　
員
　
三
十
名
 
定
員
に
な
り
次
第

締
切
 
▼
問
合
せ
　
し
い
の
木
児
童
セ
ン
タ

ῴ
　
Ԡ
39
・
0
1
1
4

　
小
中
学
生
を
対
象
と
し
た
名
古
屋
法
務
局

他
主
催
の

人
権
を
理
解
す
る
作
品
コ
ン
ク

ῴ
ル

に
お
い
て
七
名
の
み
な
さ
ん
が
入
賞

し
ま
し
た
Ί
入
賞
者
は
Ὶ
次
の
通
り
で
す
Ί

︵
書
道
の
部
︶

優
秀
賞
　
篠
田
　
ゆ
り
 
豊
山
小
四
年
 

入
　
選
　
水
谷
佳
奈
子
 
志
水
小
一
年
 

　
　
　
　
宮
本
　
沙
夜
 
志
水
小
一
年
 

　
　
　
　
重
田
明
日
香
 
豊
山
中
二
年
 

佳
　
作
　
加
納
　
功
喜
 
豊
山
小
五
年
 

　
　
　
　
水
野
　
雄
介
 
豊
山
小
五
年
 

︵
ポ
ス
タ
ー
の
部
︶

入
　
選
　
関
戸
　
雅
空
 
新
栄
小
四
年
 

▼
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係
　
Ԡ

28
・
2
2
1
1

町

政

あ

ん

な

い

広報とよやま平成27年3月号

町政あんない�9

ド
ラ
ム
サ
ー
ク
ル
教
室
を

開
催
し
ま
す

人
権
作
品
コ
ン
ク
ー
ル

入
賞
者
を
発
表
し
ま
す

気
軽
に
楽
し
め
る
昼
の
コ
ン
サ
ー
ト

〜
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
〜

　
お
昼
休
み
の
ひ
と
と
き
Ὶ
ク
ラ
シ
兊
ク
を

中
心
と
し
た
Ὶ
楽
し
い
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ῴ
ト

を
開
催
し
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
十
一
日
 
水
 
午
後
零
時

十
五
分
Ό
午
後
一
時
▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育

セ
ン
タ
ῴ
二
階
ホ
ῴ
ル
▼
出
　
演
　
久
野
絵

美
 
ピ
ア
ノ
 
Ὶ
大
迫
綾
香
 
ヴ
纊
イ
オ
リ

ン
 
Ὶ
山
田
真
吾
 
チ
炻
ロ
 
▼
問
合
せ
　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
Ԡ
28
・
０
３
９

６
ふ
る
さ
と
寄
附
金
　

加
納
　
日
出
彦
　
様

寄
　
附
　
御
　
礼

多文化共生交流会

ニューヨークの魅力と話題の美容食「フムス」

　と　き

　ところ

　申込み

　問合せ

3月21日（土）
午前9時30分〜午前11時

社会教育センター

２階研修室　

総務課企画財政・情報係

にお電話ください。ハガ

キ、電子メール、ファク

スでも受け付けます。「フ

ムス参加希望」と書いて、

氏名・住所・参加人数・

電話番号をお知らせくだ

さい。応募者多数の場合

は抽選となります。（締切

り：3月13日（金））

総務課企画財政・情報係

Ԡ28・0913　　29・1177電

子 メ ー ル 　 k i k a k u @

town.toyoyama.lg.jp

　日本に住んでいる
外国人の方をお招き
して、様々な文化に
ついて体験する多文
化共生交流会。今年
度は、アメリカを取
り上げます。
　講師はニューヨー

ク出身のゲリン・アレクサンドラさん。ニューヨークの壮観
な景色や魅力を、豊富な写真を使って紹介します。本町出身
のメジャーリーガー、イチロー選手
にまつわるお話も聞けます。
　また、現在アメリカで話題の美容
食「フムス」をご存知でしょうか。
「ひよこ豆のディップ」のことで、
ミネラルやビタミン、良質なたんぱ
く質などを含み、美肌やダイエット
などが期待できると言われています。
健康志向が強いニューヨーカーの間
で人気沸騰中で、クラッカーや生野菜につけていただきます。
そんな、おいしくて簡単にできる「フムス」の作り方を紹介
し、試食もしていただきます。

▼
▼

▼
▼

ゲリン・アレクサンドラさん

フムス

3/263/11

3/21



広報とよやま平成27年3月号

町政あんない10

町

政

あ

ん

な

い
浄
化
槽
は
適
切
に

維
持
管
理
し
て
く
だ
さ
い

社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
郷
土
資
料
室

特
別
展
示
の
ご
案
内

　
家
庭
か
ら
の
排
水
は
Ὶ
公
共
下
水
道
に
流

し
た
り
Ὶ
浄
化
槽
で
処
理
し
て
排
水
し
て
い

ま
す
Ί
浄
化
槽
は
Ὶ
微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
汚
水
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
Ὶ
適
正
な

維
持
管
理
を
行
わ
な
い
と
浄
化
槽
の
機
能
が

低
下
し
た
り
Ὶ
悪
臭
の
発
生
な
ど
の
原
因
と

な
り
ま
す
Ί

　
法
律
で
浄
化
槽
を
使
う
全
て
の
人
は
Ὶ
次

の
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί

○
法
定
検
査

　
浄
化
槽
は
Ὶ
法
定
検
査
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
Ί
法
定
検
査
は
Ὶ

県
知
事
が
指
定
し
た
検
査
機
関
の
み
が
行
な

う
こ
と
が
で
き
ま
す
Ί 
社
 愛
知
県
浄
化
槽

協
会
　
Ԡ
0
5
2

・
4
8
1

・
7
1
6
0

へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ί

○
保
守
点
検

　
装
置
が
適
切
に
働
き
Ὶ
い
つ
も
き
れ
い
な

処
理
水
を
保
つ
た
め
Ὶ
定
期
的
に
槽
内
の
微

生
物
の
管
理
や
装
置
の
点
検
Ὶ
調
整
を
行
い

ま
し
ℹ
う
Ί
県
で
指
定
を
受
け
た
事
業
者
に

委
託
で
き
ま
す
Ί

○
清
掃

　
毎
年
一
回
は
槽
内
に
た
ま
ℕ
た
汚
泥
Ὶ
異

物
な
ど
を
抜
き
出
し
Ὶ
機
器
を
洗
浄
・
清
掃

し
ま
し
ℹ
う
Ί
町
の
許
可
を
受
け
た
事
業
者

に
委
託
で
き
ま
す
Ί
豊
衛
工
業(

株)

　
Ԡ
28

・
０
5
2
4

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
Ί

▼
問
合
せ
　
建
設
課
環
境
・
安
全
係
　
Ԡ
28

・
０
９
１
６

　
左
記
の
と
お
り
Ὶ
特
別
展
示
を
行
い
ま
す
Ί

ぜ
ひ
社
会
教
育
セ
ン
タ
ῴ
２
階
郷
土
資
料
室

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
Ί

　
ひ
な
祭
り
に
ち
な
み
Ὶ
２
つ
の
立
派
な
ひ

な
壇
や
掛
け
軸
を
公
開
し
て
い
ま
す
Ί

▼
と
き
　
四
月
一
九
日
 
日
 
ま
で

　
明
治
か
ら
平
成
ま
で
豊
場
に
開
院
し
て
い

た
安
藤
眼
科
で
使
用
さ
れ
て
い
た
医
療
器
具

な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
Ί

▼
と
き
　
三
月
三
日
 
火
 
Ό
五
月
三
十
一

日
 
日
 
ま
で

▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係 

Ԡ

28
・
０
３
９
６

　
三
月
八
日
 
日
 
午
前
八
時
五
十
五
分
頃

か
ら
十
一
時
五
十
分
頃
ま
で
の
間
Ὶ
第
七
回

と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ῴ
ト
ビ
奛
ῴ
マ
ラ
ソ
ン
の

開
催
に
伴
い
Ὶ
図
の
と
お
り
神
明
公
園
周
辺

と
大
山
川
右
岸
・
左
岸
堤
防
道
路
 
神
明
橋

Ό
め
ぐ
み
橋
区
間
 
の
町
道
の
車
両
 
自
動

車
・
自
転
車
 
の
通
行
を
規
制
し
ま
す
Ί

　
交
通
規
制
区
間
周
辺
に
お
住
ま
い
の
方
や
Ὶ

付
近
を
通
行
さ
れ
る
方
々
に
は
Ὶ
ご
不
便
を

お
か
け
し
ま
す
が
Ὶ
う
回
な
ど
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
Ί

　
な
お
Ὶ
競
技
の
進
行
や
コ
ῴ
ス
上
の
走
者

の
状
況
な
ど
に
よ
ℕ
て
Ὶ
順
次
規
制
を
解
除

し
て
い
き
ま
す
Ί

▼
主
催
・
問
合
せ
　
豊
山
町
体
育
協
会 

Ԡ

28
・
2
2
1
2

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

第
七
回
と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ー
ト
ビ
ュ
ー
マ
ラ
ソ
ン

第
七
回
と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ー
ト
ビ
ュ
ー
マ
ラ
ソ
ン

交
通
規
制
に
ご
協
力
を

第
七
回
と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ー
ト
ビ
ュ
ー
マ
ラ
ソ
ン

3/8

3/12

　とよやまエアポートビューマラソンと名古屋
ウィメンズマラソンなどによる交通規制により、
３月８日（日）、タウンバスの一部区間の運休と
経路の変更を行います。ご不便をおかけします
が、ご理解ください。
　問合せ　総務課企画財政・情報係　Ԡ28・
0913　（株）あおい交通　Ԡ77・6347

3/8

北ルート

南ルート

小牧市役所前

航空館boon 名古屋栄

名古屋栄 航空館boon

小牧市役所前北部市場東

北部市場東
「航空館boon」には停まりま
せん。

9:00
10:15

9:13
10:13

10:00
11:00
12:00
13:00

14:30

15:30

11:13
12:13
13:43

14:43

11:30

9:27
10:42

始発が「青山江川」に、終点が
「黒川」になります。

始発が「黒川」になります。

終点が「黒川」になります。

始発が「黒川」、終点が「青山江
川」になります。

発 時刻 変 更 内 容行き先

発 時刻 変 更 内 容行き先

デジアナ変換サービス、終了します
　ケーブルテレビの「デジアナ変換サービ
ス」による放送は、３月12日（木）　正午で
終了します。テレビ画面右上に「デジアナ
変換」と表示されている放送は、視聴でき
なくなります。
　地上デジタル放送対応テレビへの買替え
や、地デジチューナーの取付けなどの対応
をお願いします。
　問合せ　スターキャット・ケーブルネッ
トワーク株式会社　フリーコールԠ0120・
181・374   (日・祝除く9：00～18：00)
総務課企画財政・情報係　Ԡ28・0913

ひ
な
人
形
の
展
示

ひ
な
人
形
の
展
示

と
よ
ば
の
眼
医
者
展

と
よ
ば
の
眼
医
者
展

▼
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　・訪問型サービス　　
　・通所型サービス

　
町
長
が
住
民
の
方
々
か
ら
直
接
Ὶ

町
政
に
関
し
て
ご
意
見
を
聴
く
機
会

で
す
Ί

　
一
組
に
つ
き
Ὶ
三
十
分
の
時
間
で
Ὶ

町
長
と
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
す
Ί

▼
と
　
き
　
三
月
二
十
五
日
 
水
 

午
前
九
時
Ό
正
午
▼
と
こ
ろ
　
役
場

三
階
　
会
議
室
▼
対
　
象
　
町
内
に

在
住
・
在
勤
の
個
人
ま
た
は
五
人
ま

で
の
団
体
▼
募
集
数
　
六
組
 
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
 
▼
締
切
り

三
月
十
三
日
 
金
 
▼
申
込
み
・
問

合
せ
　
総
務
課
企
画
財
政
・
情
報
係

Ԡ
28
・
０
９
１
３

﹁
町
長
と
の
対
話
﹂を

行
い
ま
す

相
　
　
　
　
　
　
　
談

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

ど
う
変
わ
る
？

介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

ど
う
変
わ
る
？

介
護
保
険
制
度

ど
う
変
わ
る
？

　
平
成
二
十
七
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の

改
正
に
つ
い
て
五
回
に
わ
た
り
お
知
ら
せ
す
る

コ
ー
ナ
ー
で
す
。

　
四
回
目
と
な
る
今
月
号
で
は
、﹁
予
防
給
付
の

見
直
し
﹂
と
﹁
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
︵
総
合
事
業
︶
の
開
始
﹂
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
で
は
、比
較
的
軽
度
な
要
支
援
一
・

二
の
方
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス
を﹁
予
防
給
付
﹂、

要
介
護
一
か
ら
五
の
方
が
利
用
す
る
サ
ー
ビ
ス

を﹁
介
護
給
付
﹂と
し
て
区
分
し
て
い
ま
す
。

　
制
度
改
正
に
伴
い
、
本
町
で
は
平
成
二
十
八

年
度
か
ら
別
表
の
と
お
り
、﹁
予
防
給
付
﹂
の
中

の
訪
問
介
護
と
通
所
介
護
を
総
合
事
業
に
移
行

し
ま
す
。

　
総
合
事
業
と
は
、
全
国
一
律
の
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
介
護
給
付
や
予
防
給
付
と
は
異
な
り
、

市
町
村
が
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
事
業
で
す
。

　
総
合
事
業
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現

在
、要
支
援
一
・
二
の
方
が
利
用
し
て
い
る
訪
問

介
護
と
通
所
介
護
の
利
用
料
や
サ
ー
ビ
ス
内
容

に
変
更
が
生
じ
ま
す
。な
お
、変
更
内
容
の
詳
細

に
つ
い
て
は
現
在
検
討
中
で
す
。

　
総
合
事
業
で
は
、
こ
の
よ
う
な
既
存
事
業
所

に
よ
る
既
存
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
、民
間
企
業
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
、地
域
の
資
源

を
活
用
し
た
事
業
展
開
も
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
現
在
、
主
体
の
一
つ
と
し
て
社
会
福
祉
協
議

会
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
事
業
内
容
の
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
広
報
な

ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
係
　
☎
28
・

０
１
０
０
　

第4回

●よろず相談
と　き　3月18日（水）
　　　　午後1時〜午後3時
ところ　役場3階　会議室3
相談員　行政相談委員
　　　　人権擁護委員
問合せ　総務課総務・防災係　☎28・6003
　　　　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●消費生活相談
と　き　3月18日（水）

　　　　午後1時〜午後3時

ところ　役場3階　会議室3

相談員　消費生活相談員

問合せ　都市計画課地域振興係　☎28・2463

●いのちの相談
「いのちの電話」（通話無料）

受付時間　毎月10日　

　　　　　午前8時〜翌日の午前8時

　　　　　☎0120・738・556

「名古屋いのちの電話」（通話有料）

受付期間　24時間いつでも

　　　　　☎052・931・4343

問合せ　福祉課福祉・少子係  ☎28・0912

●子育て相談
と　き　月曜日〜金曜日（祝日除く）

　　　　午前10時〜午後3時

ところ　各保育園

相談員　町保育士

問合せ　豊山保育園　☎28・2888

　　　　冨士保育園　☎28・3459

　　　　青山保育園　☎28・3562

●母子家庭自立支援・就業相談
と　き　3月10日(火)
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県母子自立支援員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●女性相談
と　き　3月19日（木）
　　　　午前10時〜午後3時30分
ところ　役場1階　相談室
相談員　愛知県女性相談員
問合せ　福祉課福祉・少子係　☎28・0912

●家庭児童相談
と　き　3月20日（金）

　　　　午後1時〜午後3時

ところ　保健センター2階　研修室

相談員　愛知県家庭相談員

問合せ　保健センター　☎28・3150

(※要予約)

●教育相談
と　き　月曜日〜金曜日(祝日除く)
　　　　午前9時〜午後4時
　　　　 ☎0120・28・7867
ところ　新栄学習等供用施設
相談員　町教育相談員
問合せ　学校教育課学校教育係 
　　　　☎28・2211

ナヤムナ

●心配ごと相談
と　き　3月17日（火）

　　　　午後1時30分〜午後3時

ところ　総合福祉センター

　　　　しいの木2階　相談室

相談員　民生児童委員

問合せ　社会福祉協議会　☎29・0002

●身体障がい者等相談
と　き　3月10日（火）
　　　　午前10時〜午前11時30分
ところ　総合福祉センター
　　　　しいの木2階　相談室
　　　　☎39・0776（電話相談可）
相談員　身体障害者相談員
問合せ　福祉課福祉･少子係　☎28・0912

（別表）

【見直し前】
  【見直し後】


サービス
区分

サービス
区分

具体的内容 具体的内容
事業

対象者
事業

対象者

予防
給付

予防
給付

訪 問 看
護、
福祉用具

訪問看護
福祉用具など

訪問介護、
通所介護

要支援
１・２

要支援
１・２

要支援
１・２

要支援
１・２

総合
事業

㈰介護予防・生活支援サービス

地域包括支援
センターが必
要と認めた方

㈪一般介護予防事業 すべての高齢者

※平成28年度から予防給付の訪問介護・通所介護は、総合事業の
　訪問型サービス・通所型サービスの一部として実施します。
      

　◎北名古屋市・清須市の各相談もご利用でき
　　ます。詳しくはお問い合わせください。

町

政

あ

ん

な

い

広報とよやま平成27年3月号

町政あんない�11

・生活支援サービス　　
・介護予防支援事業



　
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
商
工

会
主
催
の
﹁
と
よ
や
ま
朝
市
﹂
。
今
月

は
、
と
よ
や
ま
エ
ア
ポ
ー
ト
ビ
ュ
ー
マ

ラ
ソ
ン
会
場
で
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
三
月
八
日︵
日
︶　
午
前
九

時
〜
正
午
頃
︵
小
雨
決
行
︶
▼
と
こ
ろ

　
神
明
公
園
内
航
空
館
ｂ
ｏ
ｏ
ｎ
西
側

▼
問
合
せ
　
豊
山
町
商
工
会
　
☎
28
・

３
８
０
０
　
　
29
・
１
１
８
３

　
清
須
保
健
所
で
は
、
成
人
を
対
象
と

し
た
心
肺
蘇
生
法
講
習
会
︵
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
︶
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
　
き
　
平
成
二
十
七
年
三
月
十
二

日
︵
木
︶
午
後
一
時
〜
午
後
四
時
▼
と

こ
ろ
　
清
須
市
春
日
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
二
階
大
会
議
室
▼
内
　
容
　
成
人
を

対
象
と
し
た
心
肺
蘇
生
法
講
習
︵
Ａ
Ｅ

Ｄ
使
用
︶
▼
講
　
師
　
西
春
日
井
広
域

事
務
組
合
消
防
本
部
職
員
▼
対
　
象
　

原
則
と
し
て
豊
山
町
、
清
須
市
、
北
名

古
屋
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
の
方
　

先
着
20
名
▼
受
講
料
　
無
料
▼
そ
の
他

受
講
者
に
消
防
本
部
か
ら
修
了
証
を
発

行
し
ま
す
▼
申
込
方
法
　
三
月
五
日︵
木
︶

ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
、
愛

知
県
清
須
保
健
所
総
務
企
画
課
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ
　
清
須
保

健
所
　
☎
０
５
２
・
４
０
１
・
２
１
０

０
　
　
０
５
２
・
４
０
１
・
２
１
１
３

　
三
月
は
﹁
自
殺
対
策
強
化
月
間
﹂
で

す
。
自
殺
は
、
個
人
の
自
由
な
意
思
や

選
択
の
結
果
で
は
な
く
、
様
々
な
問
題

が
複
雑
に
絡
み
合
い
、
心
理
的
に
追
い

込
ま
れ
た
末
の
死
で
す
。

　
国
は
、
自
殺
に
対
す
る
国
民
の
理
解

を
促
進
し
、
偏
見
を
な
く
す
た
め
、
例

年
自
殺
者
数
の
多
い
三
月
を
自
殺
対
策

強
化
月
間
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　
自
殺
を
考
え
る
方
は
、
﹁
眠
れ
な
い
﹂

﹁
原
因
不
明
の
体
の
不
調
が
続
く
﹂
﹁
自

殺
を
口
に
す
る
﹂
な
ど
何
ら
か
の
サ
イ

ン
を
発
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
サ
イ
ン
に
気
付
き
、
家
族

や
周
囲
の
人
が
ひ
と
声
か
け
る
こ
と
や
、

早
め
に
専
門
の
相
談
窓
口
に
つ
な
ぐ
こ

と
が
自
殺
を
防
ぐ
大
切
な
一
歩
と
な
り

ま
す
。

　
愛
知
県
で
は
、
左
記
の
と
お
り
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

○
あ
い
ち
こ
こ
ろ
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
３
６

５
　
☎
0
5
2
・
9
5
1
・
2
8
8
1

▼
受
付
時
間
　
毎
日
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
三
十
分
ま
で
　
三
月
一
日
︵
日
︶

か
ら
七
日
︵
土
︶
ま
で
は
フ
リ
ー
ダ
イ

ヤ
ル
も
開
設
し
ま
す
。☎
0
1
2
0
・

7
8
6
・
5
5
6

○
清
須
保
健
所
　
☎
0
5
2
・
4
0
1
・

2
1
0
0
▼
問
合
せ
　
県
健
康
福
祉
部

障
害
福
祉
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
室
　

☎
0
5
2
・
9
5
4
・
6
6
2
1

　
0
5
2
・
9
5
4
・
6
9
2
0

広報とよやま平成27年3月号
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情報コーナー

国や県などの情

報をまとめてお

知らせします。

心
肺
蘇
生
法
講
習
会
を

開
催
し
ま
す

﹁
と
よ
や
ま
朝
市
﹂in
神
明
公
園

こ
こ
ろ
の
相
談

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
を
設
け
ま
す

　
Ｂ
型
及
び
Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
者
は
、
全
国
で
合
わ
せ
て
三
百
万
人

以
上
存
在
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
、
主
に
血
液
を

介
し
て
感
染
す
る
病
気
で
す
。
本
人
が

感
染
に
気
付
か
な
い
う
ち
に
慢
性
肝
炎

か
ら
肝
硬
変
、
肝
が
ん
へ
と
進
行
す
る

こ
と
が
あ
り
、
こ
れ
を
予
防
す
る
た
め

に
は
、
感
染
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療

が
大
変
重
要
で
す
。
県
の
保
健
所
で
は

肝
炎
の
無
料
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す

の
で
、
感
染
が
心
配
な
方
は
是
非
、
検

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
　
清
須
保
健
所
　
☎
0
5
2
・

4
0
1
・
2
1
0
0
又
は
県
健
康
福
祉

部
健
康
対
策
課
　
☎
0
5
2
・
9
5
4
・

6
2
6
8

無
料
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

　
　
　
検
査
を
行
い
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
に

遭
わ
な
い
た
め
に

　不動産に関する取引と悩みごとについて、
相談に応じます。秘密は厳守します。
と　  き　 3月19日（木）　午後1時〜午後4時
と こ ろ　北名古屋市社会福祉協議会
　　　　   本所1階相談室
問 合 せ　公益社団法人愛知県宅地建物取引
　　　　　業協会　西尾張支部　　　　
　　　　　☎�0586・81・3344　
　　　　　　 0586・81・3354

不動産無料相談

3/1〜7

　
振
り
込
め
詐
欺
を
始
め
と
す
る
特
殊

詐
欺
の
被
害
は
、
平
成
二
十
六
年
中
、

被
害
総
額
が
三
十
五
億
七
千
万
円
に
の

ぼ
り
過
去
最
悪
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
被
害
者
の
多
く
が
、
手
口
な
ど
を
知

っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
騙
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、﹁
私
は
大
丈
夫
﹂
と
い
う

考
え
は
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
最
近
は
被
害
者
を
脅
す
手
口

も
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
い
つ
あ
な
た
や
あ
な
た
の
身
近
な
人

が
被
害
に
遭
っ
て
も
お
か
し
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
在
宅
中
で
も
留
守
番
電
話
に

す
る
等
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
の
対

策
を
す
る
と
と
も
に
、
不
審
電
話
、
は

が
き
、
メ
ー
ル
が
き
た
ら
、
身
近
な
人

や
警
察
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
合
せ
　
警
察
相
談
専
用
電
話︹
短
縮

番
号
︺＃
9
1
1
0
ま
た
は
 ☎
0
5
2
・

9
5
3
・
9
1
1
0
　

申 込 み・
問合せ先

自衛隊愛知地方協力本部
小牧地域事務所 ��
　☎73・2190
又は自衛官募集相談員
町内在住熊沢直紀　　　
☎28・0098

自衛官採用案内

採用種目

応募資格

受付期間

１次試験

採用時期

自衛隊幹部候補生

平成28年4月1日現在、日本国籍を
有する22歳以上26歳未満の方

（大学院の修士課程を修了したも
の（平成28年３月学位取得見込み
を含む）にあっては28歳未満の方）

平成27年３月１日（日）から
５月１日（金）まで

平成28年３月下旬から４月
上旬

平成27年５月16日（土）、17日（日）
（17日は、飛行要員希望者の
み。）



　
県
で
は
、
認
知
症
介
護
に
悩
ん
で
い

る
方
を
支
援
す
る
た
め
、
電
話
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
認
知
症
に
関
す

る
知
識
や
介
護
の
方
法
な
ど
、
何
で
も

お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
。

☎
0
5
6
2
・
31
・
1
9
1
1
▼
相
談

日
時
　
平
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時

ま
で
︵
年
末
年
始
は
除
く
。︶▼
相
談
員

認
知
症
介
護
経
験
者
︵
﹁
公
益
社
団
法

人
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
﹂
愛
知
県

支
部
の
会
員
︶
▼
問
合
せ
　
県
健
康

福
祉
部
高
齢
福
祉
課
　
☎
0
5
2
・
9

5
4
・
6
3
1
0
　
　
0
5
2
・
9
5
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・

6
9
1
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県
で
は
、
出
産
、
子
育
て
等
で
離
職

し
た
女
性
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

﹁
あ
い
ち
子
育
て
女
性
再
就
職
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
﹂
を
開
設
し
ま
し
た
。
仕

事
へ
の
不
安
や
家
庭
と
の
両
立
な
ど
で

迷
っ
て
い
る
方
、
悩
ん
で
い
る
方
の
相

談
に
応
じ
、
再
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

▼
場
　
所
　
愛
知
県
産
業
労
働
セ
ン
タ

ー
︵
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち
︶
十
七
階
︵
名

古
屋
市
中
村
区
︶
▼
と
　
き
　
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
　
午
前
九
時
三
十
分
か
ら

午
後
六
時
ま
で
　
土
曜
日
　
午
前
十
時

か
ら
午
後
五
時
ま
で
※
祝
日
・
年
末
年

始
は
除
く
▼
利
用
料
　
無
料
▼
そ
の
他

託
児
あ
り
︵
予
約
制
・
無
料
︶
▼
申
込

方
法
　
予
約
制
の
た
め
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
等
に
よ
り
事
前
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ
　
あ
い
ち
子
育
て

女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　
☎
・

　
0
5
2
・
4
8
5
・
6
9
9
6

　
名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
に
設

置
し
て
い
る
愛
知
県
不
妊
・
不
育
専
門

相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、
不
妊
症
及
び
不

育
症
に
関
す
る
様
々
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

○
電
話
相
談
　
毎
週
月
曜
日
午
後
零
時

三
十
分
か
ら
午
後
三
時
三
十
分
ま
で
、

毎
週
木
曜
日
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時

ま
で
、
毎
月
第
一
・
三
水
曜
日
午
後
五

時
か
ら
午
後
八
時
ま
で
、
☎
0
5
2
・

7
4
1
・
7
8
3
0
︵
な
や
み
ゼ
ロ
︶

○
面
接
相
談
︻
医
師
︼
毎
週
火
曜
日
午

後
四
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
午
後
七

時
か
ら
午
後
七
時
三
十
分
ま
で
︻
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
︼
毎
月
第
一
・
三
月
曜
日
午

後
四
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
、
毎
月
第

二
・
四
木
曜
日
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
二
時
三
十
分
ま
で
※
面
接
相
談
は

予
約
制
▼
問
合
せ
　
県
健
康
福
祉
部
児

童
家
庭
課
　
☎
0
5
2
・
9
5
4
・

6
2
8
3
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不
妊
・
不
育

相
談
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

女
性
再
就
職
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
ま
し
た

認
知
症
電
話
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
県
で
は
、
病
院
が
診
療
し
て
い
な
い

夜
間
に
医
療
相
談
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

毎
日
午
後
七
時
か
ら
翌
朝
八
時
ま
で
、

﹁
小
児
救
急
電
話
相
談
事
業
﹂
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

▼
電
話
番
号
　︹
短
縮
番
号
︺＃
8
0
０
0

ま
た
は
☎
0
5
2
・
9
6
2
・
9
9
0
0

▼
相
談
内
容
　
子
ど
も
の
発
熱
や
下
痢
、

打
撲
な
ど
に
つ
い
て
、
す
ぐ
に
医
療
機

関
を
受
診
し
た
方
が
い
い
か
な
ど
対
処

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

▼
相
談
員
　
民
間
相
談
機
関
の
相
談
員

︵
看
護
師
又
は
小
児
科
医
︶

▼
問
合
せ
　
県
健
康
福
祉
部
医
務
国
保

課
　
☎
0
5
2
・
9
5
4
・
6
3
2
3

小
児
救
急
電
話
相
談
の
ご
案
内

名古屋空港だより【3月号】

★Heart-full�smile�ミニライブ★�

　問合せ：名古屋空港ビルディングֲ

　　　　　☎28・5633

　『�White�day!�演奏会�』

　県営名古屋空港の11年目がスタートいたしました。大

きな区切りとなるこの年も皆様により親しんでいただ

ける空港を目指します。 なごぴょん

○イベント参加は全て無料・会場はターミナルビル1階です。

【県営名古屋空港からのお知らせ】

　県営名古屋空港では、平成27年4月1日から駐車場料金が改定されます。
これに伴い、FDA機ご利用による駐車料金5日間（120時間）無料のサービスは、平成27
年3月31日をもって終了いたします。
　駐車場をご利用の皆様におかれましては、ご迷惑をおかけしますが、ご理解とご協力
を賜りますようお願い申し上げます。

平成27年3月31日（火）まで 平成27年4月1日（水）〜

利用者 利用者利用時間 利用時間駐車料金
（税込）

駐車料金（税込）

一般の方
一般の方

旅客の方

旅客の方


1時間につき


24時間毎に


1時間につき


24時間毎に


120時間　（5日間）

100円


最大 800円


最大 800円


無料

100円
120時間
 超過

※１時間未満は１時間となります。 

通常期 混雑期

入庫から1時間まで 無料

以降 1時間につき

24時間（1日）ごと

100円

以降 1時間につき 100円

200円

200円

上限　1,000円 上限　2,000円

24時間（1日）まで 上限　1,000円 上限　2,000円

48時間（2日）まで
 上限　1,500円 上限　2,500円

336時間（14日）まで
 上限　2,000円 上限　3,000円

336時間（14日）を
超えるとき

2,000円に、24時間ごと上限
1,000円を加算した額

3,000円に、24時間ごと上限
2,000円を加算した額

入庫から1時間まで 無料

※ 利用時間に１時間未満の端数があるときは、１時間として計算します。
※ 混雑期は、ゴールデンウィーク、お盆、年末年始です。利用時間に混雑期を含む
　 場合は、混雑期料金が適用されます。

▼

ささより

と　き：3月13日（金）

　　　　午後4時45分〜

出　演：名古屋芸術大学

����������竹森笹　」「
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キ ッ ズ レ ポ ー ト

学  素  人

　講座に参加し、英会話を楽しく学んだ
女性。体操教室に参加して、心身共にい
ろんな事を学んだ男の子。
　今回は生涯学習講座「ローラさんのや
さしい英会話」と「児童体操教室」に参
加された方の声を紹介します。

野
球
教
室
に
参
加
し
て

酒
井
汰
日
斗
く　

ん

こ
の
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
の
問
合
せ

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
☎
28
・
0
3
9
6

ロ
ー
ラ
先
生
の
や
さ
し
い
英
会
話

体
操
教
室
に
参
加
し
て

荒
川
晃
太
郎
く　
ん

安
藤
冴
子
さ　
ん

　

   

　
ぼ
く
は
、

一
年
生
か

ら
、
三
年

生
ま
で
の

三
年
間
体

操
教
室
に

参
加
し
ま

し
た
。

　
初
め
て

体
操
教
室
に
参
加
し
た
時
は
、
少
し
不
安
な
気

持
ち
で
行
き
ま
し
た
。

　
と
く
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
し
ゅ
も
く
は
、
逆
上

が
り
で
し
た
。
だ
け
ど
、
先
生
に
ポ
イ
ン
ト
を

教
え
て
も
ら
い
、
い
っ
ぱ
い
練
習
し
た
ら
、
十

秒
間
に
四
回
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
も

う
一
つ
の
と
く
い
じ
ゃ
な
か
っ
た
し
ゅ
も
く
は
、

長
座
体
前
屈
で
す
。
で
も
、
三
年
生
に
な
っ
て

少
し
体
が
や
わ
ら
か
く
な
り
ま
し
た
。
も
と
も

と
す
き
だ
っ
た
ボ
ー
ル
投
げ
も
き
ょ
り
が
ア
ッ

プ
し
ま
し
た
。

　
体
操
教
室
の
し
ゅ
も
く
で
、
学
校
の
じ
ゅ
ぎ

ょ
う
に
役
だ
っ
た
の
は
、
立
ち
幅
跳
び
と
逆
上

が
り
と
な
わ
跳
び
で
す
。

　
体
操
教
室
に
参
加
し
て
べ
ん
強
に
な
っ
た
こ

と
は
、
運
動
も
そ
う
で
す
が
、
短
い
時
間
で
し

ゅ
う
中
す
る
こ
と
の
大
事
さ
と
、
人
が
し
ゃ
べ

っ
て
い
る
時
や
、
自
分
が
待
っ
て
い
る
時
の
し

せ
い
で
す
。
先
生
に
は
い
つ
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

体
操
教
室
で
楽
し
か
っ
た
こ
と
は
、
一
年
の
最

後
の
方
で
や
っ
た
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
サ

ッ
カ
ー
で
す
。

　
今
の
よ
う
ち
園
、
保
育
園
の
年
長
さ
ん
。
そ

し
て
小
学
一
年
生
、
二
年
生
の
方
な
ら
来
年
参

加
で
き
る
の
で
、
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
ぼ
く
は
、
十
二
月
十
四
日
に
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
Ｏ
Ｂ
の
鹿
島
選
手
・

彦
野
選
手
・
湊
川
選
手
が
教
え
て
く

れ
る
野
球
教
室
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
毎
年
あ
る
野
球
教
室
で
す
が
、
試

合
数
も
増
え
て
六
年
生
に
な
っ
た

今
年
の
野
球
教
室
は
今
ま
で
よ
り

も
と
て
も
学
ぶ
こ
と
が
多
か
っ
た

で
す
。
ぼ
く
は
、
チ
ー
ム
で
セ
カ
ン
ド
を
守

っ
て
い
ま
す
。
内
野
手
な
の
で
、
湊
川
選
手

に
守
備
と
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
教
え
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　
ま
ず
、基
本
の
練
習
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

や
ゴ
ロ
の
取
り
方
な
ど
、守
備
を
教
わ
り
ま

し
た
。
と
て
も
丁
寧
に
教
え
て
頂
い
て
、
勉

強
に
な
り
ま
し
た
。次
に
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を

教
わ
り
ま
し
た
。バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
立

ち
方
や
バ
ッ
ト
の
振
り
方
な
ど
を
教
わ
り

ま
し
た
。教
え
て
も
ら
っ
た
通
り
に
打
つ
と
、

と
て
も
ボ
ー
ル
が
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。す

ご
く
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

　
こ
の
先
も
大
好
き
な
野
球
を
続
け
て
、た

く
さ
ん
練
習
を
し
て
上
手
に
な
っ
て
、教
え

て
頂
い
た
三
人

の
よ
う
な
プ
ロ

野
球
選
手
に
な

り
た
い
で
す
。こ

の
野
球
教
室
で

学
ん
だ
事
を
い

か
し
て
、こ
れ
か

ら
も
野
球
を
頑

張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ロ
ー
ラ
先

生
の
ク
ラ
ス

は
、
題
名
ど

お
り
や
さ
し

く
、
い
つ
も

笑
顔
を
絶
や

さ
ず
丁
寧
に
、

日
常
会
話
や

海
外
旅
行
時

に
困
ら
な
い

程
度
に
親
切

に
教
え
て
く

だ
さ
い
ま
す
。

時
に
は
ギ
タ
ー
や
ウ
ク
レ
レ
を
持
参
さ
れ
、
楽

し
い
曲
等
を
歌
っ
た
り
と
、
変
化
に
富
ん
だ
飽

き
さ
せ
な
い
一
時
間
半
で
す
。
最
初
は
錆
び
付

い
た
頭
で
、
今
さ
ら
人
様
に
笑
わ
れ
る
事
も
な

い
か
と
思
い
、
参
加
す
る
の
を
躊
躇
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ス
の
皆
さ
ん
の
前
向
き

で
楽
し
そ
う
な
雰
囲
気
に
刺
激
を
受
け
、
長
い

間
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
如
何
せ
ん
頭

の
中
の
消
し
ゴ
ム
が
悪
さ
を
し
、
思
い
出
せ
な

い
語
彙
が
多
く
な
り
、
言
葉
に
詰
ま
り
、
気
弱

に
な
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
ロ
ー
ラ
先
生
の
誉

め
上
手
な
指
導
に
助
け
ら
れ
、
な
ん
と
か
な
ご

や
か
に
学
ん
で
い
ま
す
。
誉
め
育
て
を
も
っ
と

前
に
分
か
っ
て
い
れ
ば
、
子
育
て
も
ゆ
っ
た
り

余
裕
を
持
っ
て
上
手
に
楽
し
め
た
か
な
？
健
康

面
も
あ
り
、
海
外
旅
行
の
夢
は
遠
の
い
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
国
内
で
外
国
の
方
と
話
を
す
る

機
会
が
あ
れ
ば
、
勇
気
を
出
し
、
少
し
で
も
会

話
が
出
来
れ
ば
と
、
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ク
ラ
ス

に
脳
ト
レ
を
兼
ね
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い
た
い

で
す
。



　
戦
争
中
は
、
豊
山
の
集

落
の
中
で
も
多
く
の
方
が

ア
メ
リ
カ
軍
の
戦
闘
機
に

狙
わ
れ
た
経
験
が
あ
り
ま

す
。
今
回
は
母
子
で
家
の

留
守
を
守
っ
て
い
た
方
の

お
話
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
一
日
、

十
一
時
頃
米
軍
の
艦
載
機

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
母

が
機
織
り
を
し
て
い
た
ら
、

空
襲
に
な
っ
た
の
で
大
事

な
も
の
を
持
っ
て
、
母
屋

の
庭
先
の
防
空
壕
へ
避
難

し
ま
し
た
。
な
に
か
し
ら
、
い
つ
も
と
違
っ

て
身
近
に
危
険
を
感
じ
た
の
で
、
無
事
を
祈

り
な
が
ら
解
除
を
待
っ
て
い
ま
し
た
。

　
空
襲
が
止
み
艦
載
機
が
遠
ざ
か
っ
た
の
で
、

壕
を
出
て
辺
り
を
見
る
と
、
家
の
二
階
屋
根

か
ら
煙
が
出
て
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
て

西
へ
走
り
、
東
へ
走
り
﹁
助
け
て
ち
ょ
う
、

助
け
て
ち
ょ
う
﹂
と
叫
ん
で
ま
わ
り
ま
し
た
。

　
運
の
悪
い
こ
と
に
、
そ
の
日
は
隣
家
で
葬

式
が
あ
り
、
み
ん
な
が
野
辺
の
送
り
に
出
て

い
た
の
で
留
守
の
家
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の

中
で
も
近
所
の
人
が
三
人
駆
け
つ
け
て
く
だ

さ
り
、
ま
た
、
裏
の
方
に
駐
屯
中
の
兵
隊
さ

ん
た
ち
も
来
て
、
家
財

を
運
び
出
す
の
を
手
伝

っ
た
り
、
消
火
に
あ
た

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
家
は
大
屋
根
部
分
だ

け
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
、
あ
の
夜
は
星

空
を
眺
め
な
が
ら
寝
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　
あ
と
で
わ
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、
新
田
の

人
が
裏
の
道
を
通
り
か
か
り
、
空
襲
に
な
っ

た
の
で
あ
わ
て
て
木
陰
に
隠
れ
た
と
こ
ろ
を

艦
載
機
に
狙
わ
れ
、
そ
の
流
れ
弾
が
私
の
家

と
隣
家
の
鈴
木
さ
ん
の
納
屋
に
あ
た
り
、
戦

災
に
遭
っ
た
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　
い
ま
だ
に
世
界
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
戦

闘
は
、
母
子
だ
ろ
う
と
女
子
だ
ろ
う
と
容
赦

し
ま
せ
ん
。

　
悲
惨
な
戦
争
体
験
が
風
化
し
よ
う
と
し
て

い
る
今
日
、
今
一
度
世
界
の
平
和
と
日
本
の

戦
争
を
考
え
た
い
も
の
で
す
。
　

　
今
は
昔
の
物
語
で
す
。

　︵
豊
山
町
文
化
財
研
究
会
の
郷
土
文
集
を

参
考
に
し
ま
し
た
︶
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第
百
七
十
六
話

﹁
限
界
突
破 

〜
F
U
L
L 

M
A
X
〜
﹂

戦
災
の
火
事

ｆ
ｒ
ｏ
ｍ　
豊
山
中
学
校

　
今
年
度
の
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る
﹁
限

界
突
破 

~

F
U
L
L
　
M
A
X~

﹂
を
合
い
言

葉
に
、
学
校
で
は
、
三
学
期
に
入
っ
て
も
様
々

な
行
事
が
実
施
さ
れ
、
健
や
か
な
心
身
の
成
長

を
図
っ
て
い
ま
す
。

︿
一
年
生
﹀

　
今
年
度
は
、
豊
山
町
と
友
好
交
流
し
て
い
る

長
野
県
阿
智
村
に
あ
る｢

ヘ
ブ
ン
ス
そ
の
は
ら

ス
キ
ー
場｣

に
お
い
て
、
二
月
二
十
四
日
︵
火
︶

か
ら
三
日
間
、
ス
キ

ー
研
修
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
事
前
の
説

明
会
で
は
、
保
護
者

の
方
に
も
ご
理
解
と

ご
支
援
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
、
生
徒
も

と
て
も
心
待
ち
に
し

て
い
ま
し
た
。
ス
キ

ー
研
修
を
通
し
て
、

楽
し
い
中
に
も
規
律
あ
る
集
団
行
動
が
と
れ
る

よ
う
に
、
ま
た
、
生
徒
の
自
主
性
や
責
任
感
を

高
め
て
い
く
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

︿
二
年
生
﹀

　
一
月
二
十
八
日︵
水
︶に
、
二
年
生
全
員
を
対

象
に
、
命
の
大
切
さ
と
人
命
救
助
の
具
体
的
な

方
法
を
学
ぶ
た
め
に
、
救
命
講
習
が
開
か
れ
ま

し
た
。
西
春
日
井
広
域
消
防
署
か
ら
九
名
の
方

を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ど
の
講
師
の
先
生
方
も
、
と
て
も
真
摯
な
態
度

で
実
技
指
導
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
真
剣
な

姿
を
見
て
、
生
徒

の
み
な
さ
ん
も
、

命
の
大
切
さ
に
つ

い
て
今
一
度
考
え

を
確
か
め
、
ま
た

深
め
る
と
て
も
よ

い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

︿
三
年
生
﹀

　
今
年
度
は
三
月
五
日
︵
木
︶
に
、
第
六
十
八

回
の
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す
。

本
校
の
伝
統
に
も

な
っ
て
い
る
卒
業

生
全
員
に
よ
る﹁
大

地
讃
頌
﹂の
合
唱
を
、

三
年
間
の
思
い
が

こ
も
っ
た
も
の
に

す
る
た
め
、
音
楽

の
授
業
の
時
間
は

言
う
ま
で
も
な
く
、

学
年
や
学
級
の
時

間
に
﹁
限
界
突
破 

~

F
U
L
L
　
M
A
X~

﹂

で
真
剣
に
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
思
い
出
が
つ
ま
っ
た
学
舎
を
後
に
、
大
き
く

成
長
し
た
三
年
生
の
み
な
さ
ん
の
勇
姿
を
期
待

し
て
い
ま
す
。

(1年生スキー説明会)

(2年生救命講習)(3年生合唱練習)



母乳相談 3月18日 (水)
午前10時〜正午

3か月児健診までの乳児と母
親および断乳希望の方

個別接種 指定医療機関
・杉山医院
・N.キッズレディースクリニック
・とよ山内科クリニック
・わかばファミリークリニック
・まき小児科
・いしぐろクリニック　
および北名古屋市、清須市の指定医療機関
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内　容 と　き 対　象 備　考

母子手帳交付
(妊婦健康相談)

毎週月曜日
午前8時30分〜正午


妊婦 妊娠届出書をご持参ください。ご都合
の悪い方は事前にご連絡ください。　

保健センター
地域包括支援センター

母
子
保
健 3か月児健診 3月24日（火）

午後0時30分〜午後１時受付
平成26年11月の出生者 母子手帳と送付したアンケートをご

持参ください。

3歳児健診 平成24年2月〜平成24年4月
1日までの出生者

母子手帳と送付したアンケートをご
持参ください。

こども健康相談 3月10日（火）、25日 (水)
午前9時30分〜午前11時30分

乳幼児と保護者
 事前に保健センターに予約してくだ
さい。

事前に保健センターに予約してください。
母子手帳、タオル2枚をご持参ください。

食育ひろば

2歳児すくすく健康
相談・歯科健診

3月13日（金）
午前10時〜午前11時30分　

3月5日（木）に３歳児健診を受けた
親子

前日までに保健センターに予約してください。
エプロン、三角巾、タオルをご持参ください。

ニューファミリー
教室

母子手帳、タオル、歯ブラシ、コップを
ご持参ください。

赤ちゃん広場 3月6日(金)　
午前10時〜午前11時

「育ち合うこと」〜赤ちゃんと
ママのきずなづくり〜　　　　
講師：半澤佳誉子 場所：しいの木

生後4か月から1歳までの乳
児と母親（誕生月まで参加
できます）

〜高齢者虐待を防ぎましょう〜

指定医療機関
・Ｎ.キッズレディースクリニック
・わかばファミリークリニック　

BCG 

事前に保健センターに予約してくだ
さい。

3月26日(木)　
午前10時〜午前11時30分

「離乳食のお話」
場所：保健センター
  

　高齢化社会と少子化などの影響により、介護問題や経済

的な問題が起こり、高齢者虐待につながってしまうことが

あります。高齢者虐待が起きないように、虐待の防止、早

期発見が大切になります。また、虐待が起こってしまった

場合にも早期対応が非常に大切になります。

　高齢者虐待の防止や早期発見をしていくためには、地域

での見守りがとても重要になります。

　見守りといっても、何か特別なことをするわけではあり

ません。例えば、ご近所の方同士あいさつをする。周りに

認知症の方を介護してみえる方がいれば、声をかけたり、

介護の大変さを理解する、といったことも見守りになり、

虐待の防止につながっていきます。

　もし、高齢者虐待を発見した場合や高齢者虐待ではな

いかなと思うことがあった場合は、町の地域包括支援セン

ターもしくは福祉課の高齢者・介護係までご連絡ください。

　また、独り暮らしの高齢者の方で、郵便物がたまって

いる、最近姿を見なくなったなど気になる方がご近所に

いる場合もご連絡ください。

　問合せ　地域包括支援センター　☎28・0932　福祉

課高齢者・介護係　☎28・0100

▲

3月5日(木）
平成24年2月生まれの方：午後0
時30分〜午後0時45分受付
平成24年3月〜4月1日生まれの
方：午後0時45分〜午後1時受付

3月17日（火）
2歳児　午前9時15分〜午前9時30分
2歳6か月児　午前10時〜午前10時15分

【集団接種】3月24日（火）
午後1時〜午後2時

【個別接種】指定医療機関で予
約してください。

指定医療機関で予約してくだ
さい。

2歳児 平成25年2月〜平成25年3月出生者
2歳6か月児 平成24年8月〜平成24年9月出生者


平成26年9月・10月出生者と未
接種の1歳未満児


母子手帳・予診票・体温計をご持参ください。
事前に保健センターに予約してください。

生後1歳未満の乳児（標準的な
接種時期：生後5か月〜8か月）

3月12日(木)
午前9時15分〜午前9時30分
受付 午前9時30分〜午前1１
時30分 「妊婦さんの歯科健
診と栄養相談」

妊婦とその夫 母子手帳をご持参ください。事前に
保健センターに予約してください。

ヒブ・小児用肺炎球菌　生後2か月〜4歳
三種混合・四種混合・不活化ポリオ　
生後3か月〜7歳6か月未満児
二種混合　小学校6年生　　　
麻疹･風疹混合　生後12か月〜24か月
未満児、年長児
日本脳炎　（1期）満3歳〜7歳6か月未
満児　(2期）9歳〜13歳未満児
平成7年4月2日〜平成19年4月1日に生
まれた方で未接種の方
水痘（水ぼうそう）　1歳〜3歳未満児（2
回接種）経過措置対象者3歳〜5歳未満
児（1回接種）

ヒブワクチン
小児用肺炎球菌ワクチン
三種混合ワクチン
四種混合ワクチン
不活化ポリオワクチン
二種混合ワクチン
麻疹･風疹混合ワクチン
日本脳炎ワクチン
水痘ワクチン※
※平成26年10月1日より水痘
　ワクチンの定期接種が開始
　されました。
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成
人
保
健

健康ほっとサロン
(老人健康相談)　

3月10日(火)、25日(水)
午後2時〜午後3時

3月18日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

60歳以上の方 総合福祉センターひまわりで行います。

指定医療機関に予約をして接種してくださ
い。
   

総合福祉センターしいの木で行います。

老
人
保
健

子宮がん検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関で
検診を受けてください。※30〜40歳の
方はＨＰＶ（ヒトパピローマウイルス）
検査も同時に無料で受けることができま
す。　
【検診料】頚部1,300円　体部800円
【指定医療機関】小林産婦人科、師勝産
婦人科、N.キッズレディースクリニック
※Ｎキッズレディースクリニックは3月
14日（土）の午前10時〜午前11時30分
のみの実施です。（予約必要)

20歳以上の女性※体部検査
は医師が必要と認めた方の
み

3月31日（火）まで

3月31日（火）まで骨粗しょう症検診 保険証・印鑑を持参して指定医療機関
で検診を受けてください（予約不要）。
【検診料】400円
【指定医療機関】Ｎ．キッズレディースク
リニック

30歳以上の女性

ト
ピ
ッ
ク
ス

ス
ト
レ
ス
と
上
手
に

付
き
合
い
ま
し
ょ
う

・対象年齢は平成26年4月1日現在の年齢です。70歳以上の方は検診料が無料です。
・町障害者医療受給者、住民税非課税の方は検診料が無料です。対象の方で個別検診を受ける場合は事前に保健センターにお越しください。
   

※個別検診　　　

内　容 と　き 対　象 備　考

風しん予防接種 【指定医療機関】杉山医院・N.キッズレ
ディースクリニック・とよ山内科クリニ
ック・わかばファミリークリニックおよ
び北名古屋市、清須市の指定医療機関

妊娠を予定または希望して
いる女性とその夫

指定医療機関で予約してく
ださい。

個別検診※

高齢者肺炎球菌
予防接種


3月31日（火）まで 平成26年3月末に64歳、69歳
、74歳、79歳、84歳、89歳、94
歳、99歳、100歳以上の方※
既に肺炎球菌ワクチンを受
けたことのある方は対象外
です。※対象者の方には平
成26年9月末に予診票を送
付しています。


こころの健康相談

「健康の道」
ウォーキング体験

3月18日（水）
午前10時〜正午
3月18日(水)
集合時間：午前9時15分
豊場史跡コース（約3.5㎞）

事前に保健センターに予約してくださ
い。

集合場所：保健センター
※当日は運動しやすい服装・運動靴でお越しください。
※当日は水分補給の準備をしてお越しください。　

住民の方

住民の方

成人健康相談 3月25日(水)
午後1時30分〜午後2時30分

保健センターに直接お越しください。住民の方

　
こ
こ
ろ
の
健
康
は
、
人
が
い
き

い
き
と
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め

の
重
要
な
要
素
で
す
。
過
度
の
ス

ト
レ
ス
や
こ
こ
ろ
の
不
調
は
、
か

ら
だ
や
う
つ
病
な
ど
の
こ
こ
ろ
の

病
気
と
関
連
が
深
い
こ
と
が
わ
か

っ
て
い
ま
す
。

　
ス
ト
レ
ス
と
は
、
外
部
か
ら
刺

激
を
受
け
た
と
き
に
生
じ
る
緊
張

状
態
の
こ
と
で
す
。
　
　

　
天
候
や
騒
音
な
ど
の
環
境
的
要
因
、

病
気
や
睡
眠
不
足
な
ど
の
身

体
的
要
因
、
不
安
や
悩
み
な

ど
心
理
的
な
要
因
、
人
間
関
係
、

仕
事
な
ど
に
よ
る
社
会
的
要

因
が
あ
り
ま
す
。
日
常
の
中

で
起
こ
る
様
々
な
変
化
や
刺

激
が
、
ス
ト
レ
ス
の
原
因
に

な
り
ま
す
。

　
過
度
の
ス
ト
レ
ス
は
、
不

快
症
状
や
体
調
不
良
と
し
て

現
れ
ま
す
。
ひ
ど
く
な
る
前
に
、

自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
気
づ
き
、

ス
ト
レ
ス
解
消
を
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
別
表
の
ス
ト

レ
ス
が
た
ま
っ
た
時
の
対
策
の
他

に
も
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
見
つ
け
、

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
こ
こ
ろ
の
健

康
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
は
、

バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
食
事
、
良
質

な
睡
眠
、
適
度
な
運
動
な
ど
生
活

習
慣
を
整
え
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

午
後
十
一
時
ま
で
に
は
眠
り
に
つ

き
十
分
な
睡
眠
を
と
れ
る
よ
う
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

①ゆっくりと腹式呼吸をする

②ぼんやりと窓の外を眺める

③ゆったりお風呂に入る

④軽く体をストレッチする

⑤好きな音楽を聴く

ストレスがたまった時の対策方法
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ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
合
同

発
表
会
を
開
催
し
ま
す

みんなの広場

　
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
﹁
あ
み
も
の
﹂
と
﹁
編

み
物
手
芸
教
室
﹂
と
の
合
同
作
品
展
を
行
い

ま
す
。

　
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
日
頃
か

ら
編
み
物
を
楽
し
ん
で
い
る
皆
さ
ま
の
作

品
を
展
示
し
ま
す
。
一
本
の
糸
か
ら
編
み

上
げ
る
独
創
的
な
作
品
の
数
々
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
あ
わ
せ
て
教
室
の
入
会
者
も
募
集
し
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
と
　
き
　
三
月
十
四
日
︵
土
︶
〜
二
十
八

日
︵
土
︶

▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
　
ロ
ビ
ー

▼
問
合
せ
　
関
谷
房
恵
　
☎
28
・
６
０
６
８

　
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
の
太
鼓
、
三
味
線
、
ハ

ン
ド
ベ
ル
な
ど
の
芸
能
ク
ラ
ブ
が
合
同
で
発

表
会
を
行
い
ま
す
。

　
ご
家
族
や
お
友
達
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上

ご
来
場
く
だ
さ
い
。
入
場
は
無
料
で
す
。

▼
と
　
き
　
三
月
二
十
八
日
︵
土
︶
午
前
十

時
〜
午
前
十
一
時
三
十
分
　

▼
と
こ
ろ
　
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
和
室

▼
問
合
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
　
☎

28
・
０
３
９
６

3/28

町
民
卓
球
大
会
結
果

と　き　3月21日(土)

　　　　午後1時30分〜

ところ　社会教育センター

　　　　幼児遊戯室

対　象　小学校低学年、幼児　

問合せ　社会教育センター　

　　　　図書室　☎28・5449

ゆめっ子のおはなし会

　
一
月
二
十
五
日︵
日
︶、卓
球
連
盟
主
催
に

よ
る
第
四
十
二
回
町
民
卓
球
大
会
が
、百
七

十
六
人
の
参
加
に
よ
り
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
卓
球
の
部

　
団
体
戦

　
優
　
勝
　
山
下
チ
ー
ム︵
山
下
雄
麻
・
坪
井

　
時
江
・
谷
川
智
哉
・
伊
藤
舞
香
︶

　
準
優
勝
　
藤
田
チ
ー
ム︵
藤
田
文
雄
・
加
藤

　
五
津
子
・
横
井
惟
斗
・
木
戸
星
梨
花
︶

　
第
三
位
　
篠
原
チ
ー
ム︵
篠
原
昭
夫
・
垣
内

　
明
子
・
渡
辺
卓
都
・
西
岡
侑
花
︶　
柴
田
チ

　
ー
ム︵
柴
田
真
吾
・
尾
崎
道
子
・
栗
木
直
子
・

　
折
戸
龍
成
︶

●
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
部

　
Ａ
級
団
体
戦

　
優
　
勝
　
山
県
チ
ー
ム︵
山
県
正
英
・
星
　

　
武
巳
・
岩
成
三
枝
子
・
森
島
千
鶴
子
︶

　
準
優
勝
　
柴
田
チ
ー
ム︵
柴
田
祥
一
・
清
水

　
隆
・
藤
井
郁
代
・
東
條
ハ
ス
子
︶

　
Ｂ
級
ダ
ブ
ル
ス
戦

　
優
　
勝
　
石
黒
貴
代
子
・
佐
藤
光
子
組

　
準
優
勝
　
玉
木
俊
行
・
門
原
明
美
組

　
三
　
位
　
西
村
誠
子
・
中
島
サ
チ
エ
組

●
小
学
生
の
部

　
六
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
小
塚
有
紗

　
準
優
勝
　
杉
原
由
里
音

　
三
　
位
　
関
玲
央
菜

　
五
年
生
の
部

　
優
　
勝
　
小
瀧
賢
進

　
準
優
勝
　
木
嶋
ひ
な
た

　
三
　
位
　
古
田
ひ
よ
り

　
四
年
生
以
下
の
部

　
優
　
勝
　
中
谷
瑠
莉

　
準
優
勝
　
森
田
真
衣

　
三
　
位
　
芦
田
彩
月
・
田
中
心
透

▼
問
合
せ
　
副
連
盟
長
　
渡
辺
登
美
子
　
☎

28
・
５
８
６
４

ふ
れ
あ
い
ひ
ろ
ば
合
同

作
品
展
を
開
催
し
ま
す

3/14〜28

　資料整理のため、3月31日（火）

は、図書室をお休みします。

　4月1日（水）からは平常ど

おり利用できます。　

  問合せ　社会教育センター

図書室　☎28・5449

▲

図書室

休館のお知らせ

3／31
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社会教育センター図書室 ☎28-5449

青
山
克
己
 

選

豊
山
俳
句
ク
ラ
ブ

水
野
笑
子
 

選

豊
山
歌
壇

編
集
後
記

編
集
後
記

ヘ
レ
ン
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ズ 

作

︵
ブ
ロ
ン
ズ
新
社
︶

　
心
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
約
束
を

果
た
す
た
め
に
、
逃
げ
出
す
た
め
に
。

﹁
死
﹂
に
打
ち
の
め
さ
れ
た
彼
女
た
ち

が
辿
り
つ
い
た
場
所
は
、
太
平
洋
に

浮
か
ぶ
島
。
そ
こ
で
生
ま
れ
た
そ
れ

ぞ
れ
の﹁
希
望
﹂の
か
た
ち
と
は
？

　
ア
イ
リ
ス
の
秘
密
は
、
ラ
イ
オ
ン
と

暮
ら
し
て
い
る
こ
と
。
あ
る
日
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
泊
ま
り
に
来
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
さ
あ
、
大
変
！
ラ
イ
オ
ン

を
隠
さ
な
く
ち
ゃ
。
で
も
、
な
ん
だ
か
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も
秘
密
が
あ
り
そ
う

で
⋯
。

湊
　
か
な
え 

著

(

新
潮
社)

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
ラ
イ
オ
ン
を
か
く
す
に
は

林

　

た

よ

さ
ざ
ん
花
の
花
二
三
輪
の
咲
き
初
む
も

周
り
の
花
の
少
な
く
淋
し

落
合
さ
な
え

湯
宿
よ
り
帰
る
高
速
バ
ス
な
れ
ば

老
い
人
多
く
寝
息
響
け
り

荒

川

昌

枝

街
路
樹
の
ユ
リ
ノ
キ
剪
定
強
く
し
て

散
ら
ふ
葉
の
な
き
晩
秋
と
な
る

安

藤

定

岳

晩
秋
の
夕
日
に
映
ゆ
る
大
空
を

宿
路
に
急
ぐ
数
羽
の
雁
は

一
柳
千
鶴
子

夫
と
吾
そ
れ
ぞ
れ
の
位
置
決
め
て
あ
り

ラ
ジ
オ
体
操
に
身
構
へ
て
立
つ

井
上
と
よ
ほ

字
配
り
の
美
し
さ
に
あ
り
師
の
手
本

そ
に
近
づ
か
む
と
手
習
ひ
励
む

木

村

和

子

何
も
か
も
全
て
変
り
し
世
と
な
り
て

昔
な
が
ら
の
暮
ら
し
い
と
し
む

櫛
田
真
寿
美

母
の
顔
重
な
り
て
見
ゆ
七
十
路
の

吾
は
確
か
に
あ
な
た
の
娘

安

達

洋

子

孫
子
ら
と
父
母
の
匂
ひ
す
カ
ー
ド
出
し

読
み
手
と
な
り
て
百
人
一
首
す

小

出

寿

枝

放
牧
の
馬
は
の
ん
び
り
道
ふ
さ
ぐ

バ
ス
も
し
ば
し
を
待
つ
隠
岐
の
旅

　
　
　
　
安

藤

春

一

三
つ
四
つ
風
花
つ
れ
て
初
詣

　
　
　
　
　

青
山
と
も
子

あ
れ
こ
れ
と
不
安
だ
ら
け
や
黄
水
仙

　
　
　
　

田
村
多
喜
子

閉
ざ
さ
れ
し
ま
ま
の
障
子
や
み
ぞ
れ
空

　
　

高
木
須
磨
子

美
し
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
冬
椿

　
　
　
　
坪

井

昭

子

同
じ
道
日
に
二
度
三
度
小
晦
日村

上
ゆ
り
子

神
々
へ
蝋
燭
灯
す
大
晦
日

青

山

克

己

ひ
と
り
居
の
片
隅
暗
き
十
二
月

絶
唱

　
我
が
国
は
人
口
減
少
時
代
に
入
り
、

長
期
的
に
は
存
続
自
体
が
危
ぶ
ま
れ

る
自
治
体
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

若
い
世
代
は
、
進
学
時
や
就
職
時
に

首
都
圏
や
近
畿
圏
に
転
出
す
る
。
地

方
は
人
口
が
減
少
し
、
地
域
経
済
の

縮
小
を
招
く
。
地
域
経
済
の
縮
小
が

さ
ら
に
人
口
減
少
を
加
速
さ
せ
る
と

い
う
悪
循
環
の
連
鎖
が
始
ま
る
▼
昨

年
の
町
民
討
議
会
議
に
参
加
し
た
十

代
の
青
年
は
、会
議
終
了
後
、こ
う
語

っ
て
く
れ
た
。﹁
四
月
か
ら
京
都
の
調

理
師
学
校
に
通
う
。こ
こ
に
来
る
前
は
、

そ
の
ま
ま
京
都
で
店
を
開
く
こ
と
を

夢
見
て
い
た
。で
も
、こ
の
会
議
で
い

ろ
い
ろ
な
方
と
話
し
た
今
は
、
修
業

し
た
後
、
帰
っ
て
き
て
こ
の
町
で
店

を
開
く
の
も
よ
い
な
と
思
っ
て
い
る
。﹂。

こ
の
町
を
想
い
、愛
着
を
感
じ
る
。そ

の
郷
土
愛
は
、
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る

の
か
。そ
の
一
つ
は
、人
と
人
と
の
つ

な
が
り
で
あ
る
▼
し
か
し
、
そ
れ
だ

け
で
は
必
ず
し
も
若
者
は
帰
っ
て
き

て
く
れ
な
い
。や
は
り
、そ
こ
に
は
生

業
を
営
む
場
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

▼
本
町
は
、都
市
的
な
要
素
と
、穏
や

か
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
併
せ
持
っ
た

﹁
に
ぎ
わ
い
と
や
す
ら
ぎ
の
ア
ー
バ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
を
ま
ち
の
将
来
像
と

し
て
い
る
。
空
港
、
航
空
宇
宙
産
業
、

北
部
市
場
と
い
っ
た
本
町
の
特
徴
を

最
大
限
に
活
か
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創

出
す
る
。そ
れ
と
と
も
に
、先
人
か
ら

引
き
継
い
で
き
た
伝
統
・
文
化
・
緑
あ

ふ
れ
る
景
観
、
そ
し
て
人
と
人
と
の

あ
た
た
か
い
つ
な
が
り
を
大
切
に
守

り
、育
て
て
い
く
▼
四
月
か
ら
、町
は

向
こ
う
五
年
間
の
新
し
い
基
本
計
画

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
。
組
織
機
構
も

再
編
し
、心
新
た
に
、豊
山
の
発
展
の

た
め
尽
力
す
る
。
職
員
一
丸
と
な
っ

て﹁
ア
ー
バ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂を
よ
り
高

い
次
元
で
完
成
さ
せ
た
と
き
、
あ
の

討
議
会
議
の
青
年
は
、
き
っ
と
帰
っ

て
き
て
く
れ
る
。

広報とよやま平成27年3月号

　
太
古
、
日
本
列
島
に
生
き
た
人
々

は
何
を
食
べ
て
い
た
の
か
？
日
本
書

紀
・
古
事
記
・
万
葉
集
な
ど
の
古
代

文
献
の
わ
ず
か
な
記
述
を
手
が
か
り

に
、
豊
か
な
海
山
の
幸
に
恵
ま
れ
た

日
本
の
食
の
遠
源
に
迫
る
。

木
村
紀
子 

著
(

角
川
選
書)

﹁
食
い
も
の
﹂
の
神
語
り

児童書

　

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

岡

島

　

齋

少
年
の
声
透
き
と
ほ
る
枯
野
か
な

　

杉
浦
み
ど
り

つ
れ
そ
う
て
日
が
な
一
日
寒
日
和

小

塚

美

枝

つ
つ
が
な
き
七
草
粥
や
う
す
明
り

　
　

石
黒
貴
代
子

う
つ
向
き
て
師
走
の
街
の
異
邦
人

杉

本

衿

子

柚
子
香
る
湯
気
の
む
か
ふ
に
母
の
影

坪

井

径

子

冬
木
立
光
の
衣
ま
と
ひ
け
り

（０〜5歳児向け）

　
基
本
的
な
経
済
理
論
や
経
済
学
の

考
え
方
を
説
明
す
る
だ
け
で
な
く
、

社
会
で
議
論
に
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ

も
盛
り
込
ん
だ
経
済
学
の
入
門
書
。

空
き
時
間
に
電
車
や
カ
フ
ェ
で
さ
く

さ
く
読
め
る
よ
う
、
数
式
や
図
を
使

わ
な
い
ス
タ
イ
ル
で
構
成
。

江
口
匡
太 

著

(

ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房)

大
人
に
な
っ
て
読
む
経
済
学
の
教
科
書

こ
つ
ご
も
り



日 月 火 水 木 金 土

※ごみ収集「①可燃ごみ」は第1地区可燃ごみ収集日の意味です。以下同じです。 ※リサイクルステーション開設日時：毎週金・土・日曜日、午前8時30分〜午後5時

「広報とよやま」平成27年3月号 通巻第556号

「広報とよやま」は再生紙を使用しています。

http://www.town.toyoyama.lg.jp/発行・豊山町 編集・総務部総務課 〒480-0292愛知県西春日井郡豊山町大字豊場字新栄260番地    （0568）28-0913

町の人口（2月1日現在）総人口：15,119人（−8人）・男性：7,787人（−7人）・女性：7,332人（−1人）・世帯数：6,119戸（＋1戸）

歯※　　印：休日救急外科病院の診療時間：午前10時〜午後5時（年末年始も診療）、　　印：休日歯科診療の受付時間：午前9時30分〜午前11時30分（年末年始も診療）外

東部休日急病診療所（診療科目・内科・小児科）
北名古屋市九之坪白山39 
救急医療情報センター
東消防署
西枇杷島警察署

0568-23-0122
0568-81-1133
0568-22-2511
052-501-0110

��町への問合せ先
　TEL　0568-28-0001（代表）　
　FAX　0568-28-2870　
　　　　(会計課、住民課、福祉課、税務課、建設課)
　　　　0568-29-3151
　　　　(建設課、都市計画課)
　　　　0568-29-1177
　　　　(総務課、学校教育課、生涯学習課)
　　　　0568-29-3152
　　　　(議会事務局)

赤ちゃん広場
①資源分別収集日

母乳相談
こころの健康相談
ウォーキング体験
健康ほっとサロン

（しいの木）
②不燃ごみ

①不燃ごみ

　 杉山医院
　（豊山町）
　 0568-28-1181
　 川崎歯科医院
　（北名古屋市）
　 0568-22-1130

外

歯

家庭児童相談
②可燃ごみ

ニューファミリー教室
①資源分別収集日

①可燃ごみ食育ひろば
②可燃ごみ

こども健康相談
成人健康相談
健康ほっとサロン

（ひまわり）
②資源分別収集日

1 2

15 16

22 23

8 9 10

17

24

14

21

28

7

11

18

25

4

13

20

27

6

12

19

26

53

外

歯

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 くまざわ歯科
　（北名古屋市）
　 0568-24-0505

　 かんやまクリニック
　（北名古屋市）
　 0568-23-2007
　 とくしげ歯科
　（北名古屋市）
　 0568-22-4182
紙資源分別収集日

外

歯

①可燃ごみ

②不燃ごみ 3歳児健診
①不燃ごみ

赤ちゃん広場
②可燃ごみ

3

2歳児すくすく健
康相談・歯科健診
①可燃ごみ

②可燃ごみ

　 済衆館病院
　（北名古屋市）
　 0568-21-0811
　 おぜき歯科クリニック
　（清須市）
　 052-401-8020

外

歯

①可燃ごみ

こども健康相談
健康ほっとサロン

（ひまわり）
①可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

春分の日

①可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

3か月児健診・BCG
①可燃ごみ

①不燃ごみ②不燃ごみ

29 30 31 44/1 32
外

歯

　 やまだ整形外科・
　リハビリクリニック
　（北名古屋市）
　 0568-26-0055
　 鬼頭西市場歯科
　（清須市）
　 052-400-0770

①可燃ごみ②可燃ごみ母子手帳交付
②可燃ごみ

母子手帳交付
②可燃ごみ

②資源分別収集日

東部休日急病診療所

済衆館
病院

に
し
は
る
駅

県道春日井稲沢線

北名古屋
市役所東庁舎

大
山
川

国
道
41
号

北名古屋
市役所
西庁舎

東消防署

片場

と
く
し
げ
・

な
ご
や
げ
い
だ
い
駅

名
鉄

　 名古屋整形外科
　人工関節クリニック
　（北名古屋市）
　 0568-22-7772
　 新清洲歯科医院
　（清須市）
　 052-409-6777

①可燃ごみ

外

歯

母子手帳交付
納期限・口座振替日
 ・介護保険料第9期分
 ・後期高齢者医療保険料
  普通徴収第8期分 
 ・国民健康保険税
  普通徴収第9期分 
 ・国民年金保険料1月分
 ・固定資産税・都市計画税
  第4期分
②可燃ごみ

納期限・口座振替日
 ・介護保険料第10期分
 ・国民健康保険税
  普通徴収第10期分 
 ・国民年金保険料2月分
 ・保育料3月分
①可燃ごみ

杉山医院

かんやま
クリニック

名古屋整形外科
人工関節クリニック

やまだ整形外科・
リハビリクリニック
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